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論　
　

文

山
口
鷺
流
の
位
置
（
上
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
―

稲　
　

田　
　

秀　
　

雄

IN
A

D
A

 H
ideo

は
じ
め
に

　

山
口
市
に
鷺
流
の
芸
系
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
山
口
に
伝
わ
る

鷺
流
は
、
明
治
期
に
も
と
長
州
藩
狂
言
方
で
あ
っ
た
春
日
庄
作
（
一
八
一
六）

1
（

～
一
八
九
七
）

に
よ
っ
て
、
山
口
の
素
人
衆
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
芸
は
分
家
系
の
鷺
伝
右
衛

門
派
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
が
早
く
に
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
山
口
鷺
流
の
台
本）

3
（

と
し
て
、
そ
の
春
日
庄
作
の
自
筆
本
が
三
十
五
曲
分
（
重

複
あ
り
。
そ
の
う
ち
「
二
千
石
」
は
語
リ
の
み
）
現
存
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
明
治
期
の

書
写
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
書
写
年
代
の
遡
る
ま
と
ま
っ
た
台
本
と
し
て
は
、
江

山
本
と
称
さ
れ
て
き
た
一
冊
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

　

江
山
本
は
、石
川
弥
一
氏
『
山
口
に
残
存
す
る
鷺
流
狂
言
』（
山
口
市
鰐
石
能
狂
言
研
究
会
、

昭
3（
）
に
、
そ
の
名
称
で
す
で
に
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
「
例
言
」
に
は
、「
江

山
本
（
中
西
氏
蔵
）」
に
つ
い
て
、「
半
紙
本
十
八
曲
、
平
川
村）

（
（

江
山
家
か
ら
出
た
も
の
で
、

江
戸
末
期
の
書
写
と
見
え
る
が
、
正
確
の
筆
者
は
わ
か
ら
な
い
。
江
山
万
吉
郎
又
は
そ
れ
以

前
の
江
山
家
狂
言
師
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
江
山
家
は
長
州
藩

狂
言
方
の
一
家
で
、
宝
永
七
年
に
第
五
代
藩
主
・
毛
利
吉
元
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
江
山
源
兵

衛
助た

す
く

を
祖
と
し
、
代
々
鷺
伝
右
衛
門
派
の
狂
言
を
伝
え
た
と
さ
れ
る）

（
（

。
同
本
が
石
川
氏
の
述

べ
ら
れ
る
通
り
、
江
山
家
か
ら
出
た
江
戸
末
期
の
写
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
長
州
藩
時
代
の

狂
言
を
書
き
留
め
た
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

江
山
本
（
本
稿
で
も
以
下
こ
の
通
称
を
用
い
る
）
は
、
石
川
氏
が
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、

鷺
流
狂
言
伝
承
者
で
あ
っ
た
中
西
治
郎
氏
（
一
八
九
三
～
一
九
七
〇
）
の
旧
蔵
で
あ
り
、
現

在
は
山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
簡
単
な

書
誌）

（
（

を
記
す
。
写
本
一
冊
。
外
題
「
鷺
先
生
直
伝
／
鷺
流
狂
言
本
／
別
冊
第
□
□
」（
表
紙

に
墨
書
）。
そ
の
上
に
半
紙
の
後
補
表
紙
を
付
し
、
ペ
ン
書
き
で
「
江
山
本
鷺
流
狂
言
／
中

西
蔵
」
と
記
す
。
後
表
紙
に
は
、「
昭
和
七
年
三
月
製
本
／
中
西
治
郎
蔵
」
と
墨
書
。
そ
の

上
に
半
紙
の
後
表
紙
を
付
す
。
袋
綴
。
料
紙
は
楮
紙
。
縦
二
十
三
、
九
セ
ン
チ
、
横
十
六
、

六
セ
ン
チ
。
一
面
行
数
十
二
行
。
全
一
〇
五
丁
（
遊
紙
途
中
三
丁
。
尾
一
丁
）。
印
記
な
し
。

奥
書
な
し
。「
末
広（

マ
マ
）り
」
以
下
十
八
曲
所
収
。
そ
の
う
ち
冒
頭
の
「
末
広
り
」
は
明
ら
か
に

別
筆
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
的
な
筆
跡
か
ら
、
春
日
庄
作
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
書
は
、

本
体
の
「
鷺
先
生
直
伝　

鷺
流
狂
言
本
」
の
後
に
、
別
筆
（
春
日
庄
作
筆
で
は
な
い
）
の
鷺

流
狂
言
小
舞
（
下
・
中
・
上
の
順
）
を
合
綴
す
る
。
こ
れ
は
、
春
日
庄
作
筆
の
「
末
広
り
」

と
と
も
に
、
旧
所
蔵
者
の
中
西
治
郎
氏
に
よ
っ
て
綴
じ
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
た
び
は
、
こ
の
江
山
本
所
収
の
十
八
曲
の
う
ち
、
春
日
庄
作
筆
の
「
末
広
り
」
を
除

く
十
七
曲
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
曲
が
い
か
な
る
流
派
の
系
統
に
属
す
る
の
か
を
検
証

し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
江
山
家
が
鷺
伝
右
衛
門
派
の
狂
言
を
伝
え
て
い
た
以
上
、
こ
れ

ら
の
曲
は
、
当
然
同
派
の
台
本
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
山
口
鷺
流
の
台
本
の
中
に

は
、
純
粋
に
伝
右
衛
門
派
の
系
統
と
は
言
い
難
い
内
容
の
曲
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る）

（
（

。
長
州
藩
時
代
の
台
本
と
考
え
ら
れ
る
本
書
も
、
こ
の
際
あ
ら
た
め
て
検
討
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
想
定
の
通
り
、
江
山
本
所
収
曲
が
鷺
伝
右
衛
門
派
の
系
統
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
同
派
の
狂
言
の
特
徴
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
個
々
の
曲
目
の
内
容

に
即
し
て
指
摘
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
鷺
流
に
お
い
て
は
、
宗
家
系
の
仁
右
衛

門
派
と
分
家
系
の
伝
右
衛
門
派
の
間
で
、
詞
章
・
演
出
に
少
な
か
ら
ぬ
相
違
が
あ
る
の
で
あ

り
、
そ
う
し
た
両
派
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
自
明
の
も
の
と
は
な
っ
て
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yōgen Texts at C

enter for R
egional L

iterature and R
esources

A
ttached to Y

am
aguchi Prefectural U

niversity, Part Ⅰ



山口県立大学学術情報　第４号　〔国際文化学部紀要　通巻第1（号〕　（011年３月

― 1（ ―

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
江
山
本
所
収
曲
に
つ
い
て
、
他
の
鷺
伝
右
衛
門
派
台
本
、
さ
ら
に
は
鷺
仁
右

衛
門
派
の
主
要
な
台
本
、
及
び
他
流
台
本
（
大
蔵
流
・
和
泉
流
の
主
た
る
台
本
、
及
び
狂
言

記
系
諸
本
も
含
む
）
を
参
照
し
つ
つ
、
要
点
を
比
較
し
て
い
く
こ
と
で
、
各
曲
の
系
統
的
位

置
付
け
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
、
基
本
的
に
長
州
藩
の
狂
言
を
受
け
継
い
だ
と
考

え
ら
れ
る
山
口
鷺
流
の
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
た
め

の
基
礎
作
業
で
も
あ
る
。

　

な
お
、本
稿
で
検
討
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
地
蔵
舞
」「
柑
子
」「
八
句
連
歌
」「
空
腕
」「
文

荷
」「
千
鳥
」「
鐘
ノ
音
」「
蟹
山
伏
」「
朝
比
奈
」「
八
尾
」「
節
分
」「
神
鳴
」「
梟
」「
苞
山
伏
」

「
抜
か
ら
」「
祢
宜
山
伏
」「
柿
山
伏
」
の
十
七
曲
で
あ
る
。
以
下
、
記
載
順
に
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
が
、
今
回
は
ま
ず
「
地
蔵
舞
」
か
ら
「
朝
比
奈
」
ま
で
の
九
曲
分
の
検
討
結
果
を

掲
載
す
る
。

1
、「
地
蔵
舞
」

【
道
行
き
の
謡
】

　

江
山
本
で
は
、
シ
テ
の
次
第
・
名
ノ
リ
に
続
い
て
、
道
行
き
の
謡
が
あ
る
。

　
　

 

住
な
れ
し
我
が
古
里
を
立
出
て
〳
　〵
打
切　

足
に
ま
か
せ
て
行
程
に
し
ら
ぬ
里
ニ
も

着
に
け
り

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
に
も
同
様
の
謡
が
あ
る
。
安
永
森
本
・
杭

全
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
。
大
蔵
流
（
虎
明
本
・
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
）

は
謡
は
な
く
、
せ
り
ふ
に
よ
る
道
行
き
で
あ
る
。
和
泉
流
（
天
理
本
・
古
典
文
庫
本
、
狂
言

集
成
本
）
も
同
様
に
、
せ
り
ふ
に
よ
る
道
行
き
。
狂
言
記
に
は
「
住
み
馴
れ
し　

わ
が
古
寺

を
ひ
よ
つ
と
出
て　

〳
　〵

足
に
任
せ
て
行
ほ
ど
に　

そ
ん
じ
や
う
そ
こ
に
着
き
に
け
り
」

と
い
う
謡
が
あ
る
が
、
江
山
本
と
は
詞
章
が
異
な
る
。

　

つ
ま
り
、
鷺
流
に
は
仁
右
衛
門
派
・
伝
右
衛
門
派
を
問
わ
ず
、
道
行
き
の
謡
が
あ
る
の
が

特
色
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
天
正
狂
言
本
（
以
下
、
天
正
本
）
の
次
の
よ
う
な
詞
章
に

近
い
。

　
　

 

我
か
古
里
を
立
出
て
〳
〵
あ
し
に
ま
か
（
せ
）
て
行
程
に
〳
〵
し
ら
ぬ
里
に
そ
つ
き
に

け
る

他
流
に
は
基
本
的
に
、
こ
の
よ
う
な
道
行
き
の
謡
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
江
戸
初
期
諸
本

に
お
い
て
す
で
に
そ
う
な
っ
て
い
る
。
狂
言
記
に
も
道
行
き
の
謡
が
あ
る
が
、
詞
章
は
右
の

通
り
相
違
す
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
江
山
本
に
あ
る
道
行
き
の
謡
は
鷺
流
両
派
共
通
の
特
徴
で
あ
り
、
し
か
も

天
正
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

【
宿
借
り
の
せ
り
ふ
】

　

僧
は
、
往
来
の
者
に
宿
を
貸
す
こ
と
を
禁
ず
る
制
札
を
見
な
が
ら
、
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て

宿
を
借
ろ
う
と
す
る
。

　
　

去
な
か
ら
知
ら
ぬ
よ
し
ニ
て
宿
を
か
ろ
ふ
と
存
る

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
乍
去

面
白
お
か
し
う
申
な
い
て
宿
を
借
ふ
と
存
る
」
と
言
う
（
安
永
森
本
・
杭
全
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）。

そ
れ
と
は
相
違
す
る
の
で
、
伝
右
衛
門
派
固
有
の
せ
り
ふ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
蔵
流
（
虎
明
本
は
「
い
や
、
た
ゞ
し
ら
ぬ
か
ほ
で
参
て
見
う
」、
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之

丞
本
・
虎
光
本
も
ほ
ぼ
同
様
）、
和
泉
流
（
天
理
本
「
此
高
札
を
し
ら
ぬ
て
い
に
て
、
や
ど

を
か
つ
て
み
ま
ら
せ
う
と
存
る
」、
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
、
狂
言
集
成
本
も
ほ
ぼ
同
様
）

は
い
ず
れ
も
、
知
ら
ぬ
顔
で
宿
を
借
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
伝
右
衛
門
派
と
共
通
す
る
。

狂
言
記
（「
笠
の
下
」）
は
禁
制
の
札
を
見
る
こ
と
な
く
、
宿
を
乞
う
。

　

宿
主
に
宿
を
貸
す
こ
と
を
断
ら
れ
て
の
せ
り
ふ
に
、

　
　

尤
夫
ハ
そ
ふ
て
御
座
ろ
ふ
か
旅
ハ
心
世
ハ
情
ケ
と
申
程
に
何
卒
か
し
て
被
下
い

と
あ
る
。
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
は
傍
線
部
同
じ
。
安
永
森
本
・

杭
全
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
に
は
こ
の
せ
り
ふ
な
し
。
傍
線
部
の
よ
う
に
「
旅
は
心
、
世
は
情

け
」
と
い
う
諺
を
引
く
の
は
、
伝
右
衛
門
派
固
有
の
せ
り
ふ
と
考
え
ら
れ
る
。
虎
明
本
以
下

大
蔵
流
、
天
理
本
以
下
和
泉
流
、
狂
言
記
に
は
こ
の
せ
り
ふ
な
し
。

　

ま
た
、
そ
の
後
に
ど
う
し
て
も
宿
を
借
ろ
う
と
し
て
、

　
　

 

是
ハ
い
か
な
事　

何
と
し
た
物
て
有
ふ
そ　

イ
ヤ
出
家
も
此
様
な
時
ニ
ハ
も
ふ
こ
ふ

（
マ
マ
）云

て
も
く
る
し
う
有
ま
い　

少
ト
う
そ
お

（
マ
マ
）つ

こ
ふ

と
言
い
、
そ
の
後
に
笠
を
預
け
る
の
で
あ
る
。
享
保
保
教
本
は
「
是
ハ
何
ト
シ
テ
ヨ
カ
ラ
ウ

ゾ　

思
イ
出
シ
タ　

ケ
様
ノ
時
ハ
少
ト
妄マ

ウ
ゴ語

ヲ
申
テ
モ
方ハ

ウ
ヘ
ン便

ト
云
フ
テ
苦ク

ル
シ
ウ敷

ナ
イ
」。
宝
暦

名
女
川
本
な
し
。
常
磐
松
文
庫
本
は
「
是
ハ
如
何
な
事　

誠
に
宿
を
か
さ
ぬ
と
申　

何
と
し

た
物
で
有
う
ぞ　

仏
も
方
便
と
い
ふ
事
を
と
い
て
置
れ
た　

出
家
も
此
様
な
時
ハ
も
う
ご
い

ふ
て
も
苦
敷
有
舞　

ち
と
う
そ
を
つ
か
ふ
」
と
あ
る
。
安
永
森
本
・
杭
全
本
に
は
こ
の
せ
り

ふ
な
し
。
虎
明
本
以
下
大
蔵
流
、
天
理
本
以
下
和
泉
流
、
狂
言
記
に
も
、
こ
の
よ
う
な
せ
り

ふ
は
な
い
。
傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
享
保
保
教
本
の
せ
り
ふ
を
継
承
し
て
お
り
、
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特
に
常
磐
松
文
庫
本
に
近
い
と
い
え
る
。

【
地
蔵
の
宝
号
】

　

僧
は
ま
ん
ま
と
宿
を
借
り
て
、
い
っ
た
ん
横
に
な
っ
た
後
、
起
き
出
し
て
勤
行
を
始
め
る

が
、
宿
主
に
制
止
さ
れ
、
地
蔵
の
宝
号
を
唱
え
る
。

　
　

 

思
ひ
出
し
た　

地
蔵
お
と
な
よ
ふ　
扇
ニ
テ
下
ヲ
打
テ　

な
む
地
蔵
大
ほ
さ
つ
〳
〵
〳
〵

〳
〵
〳
　〵
段
々
早
く
打

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
も
同
じ
。
安
永
森
本
・
杭
全
本
・
賢
茂
五

番
綴
本
も
同
じ
。
虎
明
本
以
下
大
蔵
流
、
天
理
本
以
下
和
泉
流
、
狂
言
記
に
は
こ
の
く
だ
り

は
な
い
。「
南
無
地
蔵
大
菩
薩
」と
扇
で
床
を
打
ち
な
が
ら
地
蔵
の
宝
号
を
唱
え
る
と
こ
ろ
は
、

鷺
流
両
派
共
通
で
あ
る
。
し
か
も
他
流
に
な
く
、
鷺
流
固
有
（
両
派
共
通
）
の
せ
り
ふ
・
所

作
と
考
え
ら
れ
る
。

【
地
蔵
舞
の
詞
章
】

　

イ
ロ
詞
に
よ
る
囃
子
舞
で
あ
る
地
蔵
舞
の
、
以
下
の
よ
う
な
詞
章
に
注
目
し
た
い
。

　
　

 

三
斗
入
て
十
盃
七
斗
入
て
十
盃
間
の
物
ニ
四
盃
引　

縁
日
ニ
任
せ
て
廿
四ヨ

盃
の
う
だ
れ

ハ
殊
之
外
酔
出
て
（
略
）
六
道
の
地
蔵
坊
か
踊
た
ヲ
見
舞
な

傍
線
部
は
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
、
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
「
六
道
の
地
蔵
」
と
す
る
。

安
永
森
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
同
様
に
「
六
道
の
地
蔵
」
と
す
る
。
杭

全
本
は
「
五
斗
入
て
拾
盃
七
斗
入
に
十
盃
」
と
小
異
（「
六
道
の
地
蔵
」
と
す
る
の
は
同
じ
）。

　

他
流
台
本
は
こ
れ
ら
と
は
大
き
く
相
違
す
る
。
傍
線
部
に
つ
い
て
見
る
と
、虎
明
本
は「
あ

ひ
の
物
で
十
は
い
、
三
ど
入
て
十
四
は
い
」「
か
う
じ
の
花
が
目
に
あ
が
り
」「
六
道
の
ぢ
ざ

う
が
、
ゑ
ひ
な
き
し
た
を
ご
ら
ふ
ぜ
」
と
あ
る
（
虎
寛
本
、
虎
光
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）。
伊
藤

源
之
丞
本
は
「
大
土
器
に
十
四
は
い
」
と
あ
る
他
は
虎
明
本
と
同
じ
。
天
理
本
・
和
泉
家
古

本
・
古
典
文
庫
本
、
狂
言
集
成
本
も
傍
線
部
は
虎
明
本
と
同
じ
。
狂
言
記
は
「
七
斗
入
に
た

ぶ
〳
〵
」「
麹
の
花
が
目
に
上
が
り
」「
よ
ろ
り
〳
〵
〳
〵
と
よ
ろ
め
き
わ
た
る
地
蔵
坊
が　

踊
つ
た
を
見
さ
い
の
」
と
あ
り
、
一
部
近
似
し
た
表
現
が
あ
る
も
の
の
全
体
と
し
て
は
重
な

ら
な
い
。
以
上
に
よ
り
、
江
山
本
の
傍
線
部
は
、
他
流
に
な
く
鷺
流
固
有
（
両
派
共
通
）
の

詞
章
と
考
え
ら
れ
る
。

【
地
蔵
舞
を
地
謡
が
謡
う
】

　

江
山
本
に
は
、
囃
子
舞
と
し
て
の
地
蔵
舞
を
地
謡
に
謡
わ
せ
る
演
出
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
地　

地
蔵
の
住
所
ハ
唐
だ
せ
ん
に
あ
ん
に
や
う
か
い
（
下
略
）

江
山
本
後
記
に
は
「
地
な
し
に
但
シ
シ
テ
計
謡
処
モ
有
」
と
あ
る
。
享
保
保
教
本
・
常
磐
松

文
庫
本
は
シ
テ
が
謡
う
が
、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
地
」
と
あ
る
。
他
流
（
狂
言
記
も
）
に
は

そ
う
し
た
演
出
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
は
宝
暦
名
女
川
本
の
演
出
を
継
承
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

（
、「
柑
子
」

【
柑
子
に
呼
び
か
け
る
せ
り
ふ
】

　

ま
ず
、
太
郎
冠
者
が
転
が
っ
た
柑
子
に
呼
び
か
け
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。

　
　

 

柑
子
よ
〳
〵
と
申
て
御
さ
れ
ハ
夫
を
聞
入
た
か
し
て
御
門
之
内
ニ
木
の
葉
を
た
て
に
取

て
留
り
ま
し
た
ハ
是
か
柑
子
門
ヲ
出
ず
と
申
事
て
御
座
ら
ふ

傍
線
部
、享
保
保
教
本
は
「
好コ

ウ
ジ事

門
ヲ
出
ズ
ト
申
ハ
此
様
ナ
事
テ
御
座
リ
マ
セ
ウ
」
と
あ
る
。

安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
鷺
流
両
派
と
も
、
柑
子
が
止

ま
っ
た
の
を
見
て
、
こ
れ
が
ま
さ
し
く
「
柑
子
門
を
出
で
ず
」
と
い
う
こ
と
だ
と
言
う
。
そ

れ
に
対
し
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
は
、
太
郎
冠
者
が
「
柑
子
門
を
出
で
ず
」
と
呼
び
か
け
る
と
、

柑
子
が
止
ま
っ
た
と
す
る
。
虎
明
本
「
や
い
〳
〵
、
か
う
じ
も
ん
を
い
で
ず
と
云
事
が
有
程

に
、や
る
ま
い
ぞ
〳
〵
と
申
た
れ
は
、か
う
じ
も
心
か
有
て
、こ
け
と
ま
つ
て
…
」（
虎
寛
本
、

伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）、
天
理
本
「
か
う
じ
門
の
出
ず
と
云
事
を
し
ら
ぬ

と
申
た
れ
ば
、
心
が
御
ざ
つ
た
か
、
そ
の
ま
ま
と
ま
つ
た
を
…
」（
和
泉
家
古
本
・
古
典
文

庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）。
狂
言
記
外
五
十
番
も
そ
れ
ら
に
同
じ
。
以
上
に
よ
り
、
こ

こ
は
鷺
流
両
派
共
通
の
せ
り
ふ
と
考
え
ら
れ
る
。

【
語
リ
】

　

太
郎
冠
者
が
、
残
り
一
つ
の
柑
子
（
実
は
こ
れ
も
食
べ
て
し
ま
っ
た
）
の
行
方
を
言
い
く

る
め
よ
う
と
、
鬼
界
が
島
の
流
人
の
こ
と
を
語
る
。

　
　

 

昔
平
相
国
の
御
時　
　

や
れ
爰
な
者
ハ
夥
敷
事
を
云
出
た　
　

先
御
聞
被
成
ま
せ
い　

三
人
の
流
人
有
し
か
一
人
ハ
丹
波
の
少
将
成
経
平
判
官
安
頼
入
道
弐
人
ハ
し
や
め
ん
な

り
俊
寛
一
人
彼
嶌
に
お
と
ゝ
ま
り
有　
諷
其
こ
と
く
三
ツ
有
し
柑
子
の
一
ツ
ハ
ほ
そ
ぬ

け
一
ツ
ハ
つ
ぶ
れ
早
太
ら
冠
者
か
六
原
へ
納
り
ぬ　

人
と
柑
子
ハ
替
れ
共
思
イ
ハ
同
し

心
か
や

傍
線
部
に
つ
い
て
は
、
享
保
保
教
本
も
同
じ
。
寛
政
有
江
本
・
安
永
森
本
・
賢
茂
五
番
綴
本

も
同
じ
。
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
と
い
っ
た
和
泉
流
諸
本
も

同
じ
（
狂
言
記
外
五
十
番
も
同
じ
）。
鷺
流
・
和
泉
流
は
基
本
的
に
共
通
で
あ
り
、
語
リ
の

中
に
六
波
羅
（
腹
）
の
秀
句
を
出
す
の
が
特
徴
で
あ
る）

（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
虎
明
本
は
「
一
つ
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は
つ
ぶ
れ
一
つ
は
ほ
ぞ
ぬ
け
一
つ
は
の
こ
る
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
六
波
羅
（
腹
）
の
秀
句
を

出
さ
な
い
。
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
同
じ
。
な
お
、
天
正
本
は
「
一
は
つ
ふ

れ
一
は
枝
も
け
一
か
う
ち
は
か
わ
れ
と
も
今
一
つ
の
か
う
ち
を
は
物
と
し
て
候
」
と
あ
る
。

こ
こ
も
鷺
流
両
派
共
通
の
部
分
で
あ
る
。

【
語
リ
の
後
の
や
り
と
り
】

　
　

 

節
付　

最
一
ツ
之
柑
子
お
ば
何
ト
亦
シ
タ
ソ
え
い
（
略
）
シ
テ
柱
ニ
テ
ヌ
キ
足
し
て
小
廻

り
し
て
節
ヲ
つ
け
て
い
ふ　

物
と
亦
致
た　
主
同
ス
ル　

何
ト
又
し
て
有
そ　
シ
テ
サ
シ
扇

ニ
テ　

物
と
又
致
た　
主
同
し
シ
テ　

何
ト
亦
し
て
有
そ　
シ
テ
切
か
へ
し　

物
ト
亦
致

た　
主
飛　

何
ト　
シ
テ
同
飛　

物
ト　

何
ト

享
保
保
教
本
は
「
大
倉
ニ
ハ
謡
ナ
シ
ニ
ヤ
イ
モ
一
ツ
ハ
何
ト
シ
タ
ゾ
ト
問
ツ
メ
留
ル
」
と
注

記
し
て
お
り
、
こ
の
箇
所
は
江
山
本
と
同
じ
く
、
謡
に
よ
る
や
り
と
り
で
あ
る
。「
モ
一
ツ

ノ
柑
子
ハ
。
何
ト
又
シ
タ
ル
ソ
（
略
）
物
ト
又
イ
タ
イ
タ　
ア
ト
何
ト
又
シ
テ
ア
ル　
シ
テ

物
ト
又
シ
テ
御
座
ル　
ア
ト
ナ
ニ
ト
又
シ
タ
ル
ソ　
シ
テ
物
ト
又
仕
ツ
タ
」、
こ
こ
ま
で
節
付

が
あ
る
。
た
だ
し
、
型
付
は
江
山
本
と
は
小
異
が
あ
る
。
安
永
森
本
も
節
の
付
い
た
謡
の
や

り
と
り
。
寛
政
有
江
本
は
「
謡　

今
一
つ
の
柑
子
を
は
何
と
又
し
た
そ
ゑ
い
」
と
あ
る
が
、

ゴ
マ
点
は
な
し
。
賢
茂
五
番
綴
本
は
ゴ
マ
点
は
な
い
が
、
足
拍
子
を
踏
み
つ
つ
言
う
。
こ
れ

に
対
し
、
虎
明
本
以
下
大
蔵
流
諸
本
・
天
理
本
以
下
和
泉
流
諸
本
・
狂
言
記
外
五
十
番
は
せ

り
ふ
に
よ
る
や
り
と
り
で
あ
る
。

　

こ
の
や
り
と
り
を
謡
（
あ
る
い
は
拍
子
に
か
か
る
か
）
で
す
る
の
が
、
鷺
流
両
派
に
共
通

す
る
演
出
で
あ
る
。
他
に
こ
の
演
出
を
も
つ
の
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
近
世
初
頭
の
成
立
と

考
え
ら
れ
る
祝
本
の
み
で
あ
る
（「
う
た
い
ぶ
し
に
か
ゝ
つ
て
」
と
あ
る
）。
ち
な
み
に
、
天

正
本
は
「
何
と
し
て
候
」「
物
と
し
て
候
」
と
、
候
調
の
や
り
と
り
で
あ
る
が
、
節
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
不
明
。

【
六
波
羅
（
腹
）
の
秀
句
】

　

太
郎
冠
者
は
、
残
る
一
つ
の
行
方
を
さ
ら
に
主
人
に
追
及
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

是
ハ
太
郎
冠
者
か
六
原
へ
納
テ
御
座
る

享
保
保
教
本
「
是
モ
給タ

ヘ

テ
御
座
ル
」、
安
永
森
本
「
そ
れ
も
私
が
下
さ
れ
て
ご
ざ
る
」、
寛
政

有
江
本
「
夫
を
も
某
か
給タ

ヘ

て
御
座
ル
」、
賢
茂
五
番
綴
本
「
夫
を
私
の
た
べ
て
御
座
る
」
と

あ
る
。
天
理
本
「
是
も
た
べ
て
御
座
る
」、
古
典
文
庫
本
「
其
事
で
御
座
り
ま
す　

余
り
旨

う
御
座
つ
た
に
依
て
夫
も
私
が
給
ま
し
た
」
と
あ
り
、
鷺
流
両
派
及
び
和
泉
流
は
、
最
後
に

六
波
羅
（
腹
）
の
秀
句
を
出
さ
な
い
。
狂
言
記
外
五
十
番
も
同
じ
。
た
だ
し
、
狂
言
集
成
本

は
虎
明
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
最
後
に
六
波
羅
の
秀
句
を
言
う
。　

　

虎
明
本
以
下
の
大
蔵
流
は
、
こ
こ
に
秀
句
を
出
す
の
が
特
徴
で
あ
る
（
虎
明
本
「
そ
れ
も

太
郎
く
わ
し
や
が
、
六
は
ら
へ
お
さ
め
て
ご
ざ
る
」
と
あ
り
、
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・

虎
光
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）。
祝
本
も
「
大
郎
く
わ
じ
や
が
六
原
へ
す
ら
〳
〵
」
と
言
う
。

　

江
山
本
の
こ
の
箇
所
は
、
鷺
流
両
派
と
は
相
違
し
て
お
り
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
三
宅
派
に

同
じ
。
江
山
本
で
は
、
六
波
羅
の
秀
句
が
先
の
語
リ
の
中
に
も
あ
る
の
で
、
重
複
す
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
鷺
流
両
派
が
最
後
に
六
波
羅
の
秀
句
を
言
わ
な
い
点
に
お
い
て
は
、
天
正

本
（「
そ
れ
か
し
か
酒
な
に
い
た
し
た
」
と
あ
る
）
と
類
似
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
、
江
山
本
「
柑
子
」
に
は
伝
右
衛
門
派
固
有
の
詞
章
・
演
出
を
認
め
が
た
い
が
、
基

本
的
に
鷺
流
台
本
に
一
致
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
六
波
羅
（
腹
）
の
秀
句
を
最

後
に
も
ま
た
言
う
な
ど
、
大
蔵
流
に
近
い
部
分
も
あ
る
。

3
、「
八
句
連
歌
」

　
「
八
句
連
歌
」
は
、
連
歌
の
付
合
に
借
金
の
催
促
と
断
り
の
意
図
を
含
ま
せ
る
と
こ
ろ
に

眼
目
が
あ
る
が
、
連
歌
を
始
め
る
ま
で
の
展
開
は
、
江
山
本
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
借
り
手
が
返
済
の
猶
予
を
頼
む
た
め
に
、
貸
し
手
の
宅
を
訪
れ
る
。
貸
し
手
は
借
り

手
を
無
理
矢
理
座
敷
に
上
げ
、
戸
締
ま
り
を
命
じ
る
。
貸
し
手
が
返
済
を
迫
る
と
、
借
り
手

は
座
敷
の
床
の
間
や
花
に
目
を
付
け
て
褒
め
る
。
さ
ら
に
掛
け
軸
、
庭
の
有
様
を
見
た
後
、

庭
の
花
に
目
を
留
め
た
と
こ
ろ
で
、
貸
し
手
が
「
夫
ニ
付
て
聞
ハ
其
方
ハ
此
間
哥
連
歌
の
座

敷
へ
す
い
参
す
る
と
聞
た　

此
桜
ヲ
題
に
し
て
少
ト
当
座
ヲ
召
れ
い
」
と
言
う
。

　

享
保
保
教
本
も
ほ
ぼ
こ
の
通
り
で
あ
る
が
、
懐
紙
を
見
て
か
ら
、
表
八
句
を
始
め
る
こ
と

に
な
る
。
仁
右
衛
門
派
も
、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
な
ど
懐
紙
を
見
て
か
ら
、
連
歌
と

な
る
。
江
山
本
は
、
右
の
よ
う
に
、
懐
紙
を
見
る
こ
と
な
く
、
庭
の
桜
を
借
り
手
が
褒
め
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
を
題
材
に
当
座
を
せ
よ
と
貸
し
手
が
勧
め
る
。
こ
こ
は
江
山
本
独

自
の
部
分
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
発
端
は
諸
流
の
間
で
相
違
す
る
。
鷺
流
は
以
上
の
よ
う
に
、
仁
右
衛
門
派
・
伝
右
衛

門
派
と
も
に
、
借
り
手
が
貸
し
手
の
宅
を
訪
れ
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
連
歌
を
始
め
る
こ
と
に

な
る）

（
（

。

　

大
蔵
流
は
、
貸
し
手
が
借
り
手
の
宅
へ
返
済
の
催
促
に
行
く
が
、
借
り
手
は
居
留
守
を
使

い
、
裏
道
か
ら
逃
げ
る
。
そ
こ
を
つ
か
ま
え
て
、
貸
し
手
の
自
宅
へ
連
れ
て
行
き
、
返
済
を

迫
る
。
借
り
手
が
普
請
を
褒
め
、
懐
紙
に
目
を
留
め
た
と
こ
ろ
で
、
連
歌
を
始
め
る
こ
と
に
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な
る
。
狂
言
記
も
大
蔵
流
と
同
じ
。

　

和
泉
流
は
、
借
り
手
が
貸
し
手
の
宅
へ
返
済
の
言
い
訳
に
行
く
と
、
貸
し
手
は
ま
た
借
金

に
来
た
か
と
思
い
、
居
留
守
を
使
う
。
借
り
手
は
、
庭
の
花
が
盛
り
な
の
を
見
て
「
花
盛
り
」

の
句
を
得
た
の
で
、
そ
れ
を
言
づ
て
に
す
る
よ
う
に
告
げ
て
戻
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
連

歌
を
好
む
貸
し
手
が
呼
び
戻
し
て
付
合
と
な
る
の
で
あ
る
。

【
連
歌
】

　

こ
の
曲
に
お
け
る
連
歌
は
諸
流
の
間
で
表
現
に
相
違
が
あ
る）

（（
（

。
江
山
本
の
八
句
を
一
句
ず

つ
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

①
花
盛
り
御
免
ん
な
れ
か
し
松
の
風

享
保
保
教
本
は
「
花
盛サ

カ
リ御ゴ
メ
ン免

アナ

レ
カ
シ
松
ノ
風
」、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五

番
綴
本
も
そ
れ
に
同
じ
。
他
流
は
、
虎
明
本
「
花
ざ
か
り
、
ご
め
ん
あ
れ
か
し
松
の
風
」（
虎

寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
同
じ
。
た
だ
し
、
虎
光
本
の
う
ち
宮
島
歴
史
民
俗
資
料

館
本
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
は
「
あ
れ
か
せ
」）、
天
理
本
「
花
盛
御
免
あ
れ
か
し
ま
つ
の

風
」（
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）、
狂
言
記
「
花
盛
り
御
免
あ
れ

か
し
松
の
風
」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
鷺
流
両
派
共
通
で
あ
る
。
他
流
・
狂
言
記
も
同
じ
。

　

②
桜
ニ
な
せ
や
雨
の
う
き
雲

享
保
保
教
本
は
「
桜
ニ
ナ
セ
ヤ
雨
ノ
浮
雲
」、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴

本
も
そ
れ
に
同
じ
。
他
流
は
、
虎
明
本
「
さ
く
ら
に
な
せ
や
、
雨
の
う
き
雲
」（
虎
寛
本
、

伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
同
じ
）、
天
理
本
「
さ
く
ら
に
な
せ
や
雨
の
う
き
雲
」（
和
泉
家

古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）、
狂
言
記
「
桜
に
な
せ
や
雨
の
浮
き
雲
」
と

あ
る
。
こ
れ
も
鷺
流
両
派
共
通
。
他
流
・
狂
言
記
も
同
じ
。

　

③
幾
度
も
霞
ニ
わ
び
ぬ
月
の
暮

享
保
保
教
本
は
「
幾イ

ク
タ
ビ度
モ
霞カ
ス
ミニ
侘ワ
ビ
ン月
ノ
暮ク
レ

」、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴

本
も
そ
れ
に
同
じ
。
他
流
は
、
虎
明
本
「
い
く
た
び
も
、
か
す
み
に
わ
び
ん
月
の
く
れ
」（
虎

寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
同
じ
。
た
だ
し
宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館
本
・
吉
田
幸
一

氏
蔵
本
は
「
わ
び
ぬ
」）、
天
理
本
「
幾
た
び
も
か
す
み
に
わ
び
ん
月
の
こ
ろ
」（
和
泉
家
古

本
も
同
じ
。
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
は
「
月
の
暮
」）、
狂
言
記
「
い
く
た
び
も
霞
に
わ

び
ぬ
月
の
暮
」
と
あ
る
。
鷺
流
両
派
は
「
わ
び
ん
」
で
、
江
山
本
と
は
相
違
。
他
流
も
「
わ

び
ん
」。
和
泉
流
天
理
本
は
第
三
句
「
月
の
こ
ろ
」。「
わ
び
ぬ
」
は
虎
光
本
（
宮
島
歴
史
民

俗
資
料
館
本
・
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）
及
び
狂
言
記
と
共
通
す
る
表
現
。
春
日
庄
作
自
筆
本
も

「
わ
び
ぬ
」。

　

④
恋
せ
め
か
く
る
入
相
の
鐘

享
保
保
教
本
は
「
恋
責
カ
ク
ル
入
相
ノ
鐘
」、
寛
政
有
江
本
「
声
せ
め
か
く
る
入
逢
の
鐘
」、

安
政
賢
通
本
「
声
責
め
か
く
る
入
相
の
鐘
」（
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
恋
責
掛
る
」）。
他
流
は
、

虎
明
本
「
こ
ひ
せ
め
か
く
る
い
り
あ
ひ
の
か
ね
」（
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も

同
じ
）、
天
理
本
「
こ
い
せ
め
か
く
る
入
逢
の
か
ね
」（
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言

集
成
本
も
同
じ
）、
狂
言
記
「
恋
せ
め
か
く
る
入
相
の
鐘
」
と
あ
る
。
享
保
保
教
本
と
共
通
。

他
流
と
も
共
通
で
あ
る
が
、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
の
「
声
」
と
は
相
違
す
る
。

　

⑤
鶏
も
し
ば
し
心
を
延
て
鳴
け

享
保
保
教
本
は
「
鶏
モ
シ
バ
シ
心
ヲ
延ノ

ベ

テ
鳴ナ
ケ

」、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番

綴
本
も
そ
れ
に
同
じ
。
他
流
は
、虎
明
本
「
に
わ
鳥
も
、せ
め
て
わ
か
れ
を
の
べ
て
な
け
」（
伊

藤
源
之
丞
本
同
じ
。
虎
寛
本
「
せ
め
て
別
れ
は
」。
虎
光
本
は
虎
寛
本
に
同
じ
）、天
理
本
「
庭

鳥
も
わ
か
れ
の
お
り
は
の
べ
て
な
け
」（
和
泉
家
古
本
も
同
じ
。
古
典
文
庫
本
「
せ
め
て
別

れ
を
」、
狂
言
集
成
本
「
せ
め
て
別
れ
は
」）、
狂
言
記
「
に
わ
鳥
も
せ
め
て
別
れ
は
の
べ
て

鳴
け
」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
鷺
流
両
派
共
通
。
他
流
は
「
せ
め
て
別
れ
を
（
は
）」（
大
蔵
流
、

古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
）、「
別
れ
の
お
り
は
」（
天
理
本
）
と
あ
り
、
そ
れ
ら
と
は

相
違
。
春
日
庄
作
自
筆
本
は
「
く
だ
掛
ヶ
ハ
し
ば
し
心
を
の
べ
て
鳴
ヶ
」
と
あ
っ
て
、小
異
。

　

⑥
人
め
ゆ
る
さ
ぬ
恋
の
関
守

享
保
保
教
本
は
「
人
目
赦ユ

ル

サ
ヌ
恋
ノ
関セ
キ

守モ
リ

」、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴

本
も
そ
れ
に
同
じ
。
他
流
は
、
虎
明
本
「
人
目
も
ら
す
な
恋
の
関
守
」（
虎
寛
本
、
伊
藤
源

之
丞
本
・
虎
光
本
も
同
じ
）、
天
理
本
「
人
目
も
ら
さ
ぬ
恋
の
関
守
」（
和
泉
家
古
本
・
狂
言

集
成
本
も
同
じ
。
古
典
文
庫
本
「
も
ら
す
な
」）、
狂
言
記
「
人
目
も
ら
す
な
恋
の
関
守
」。

鷺
流
両
派
で
共
通
。
他
流
の
「
も
ら
す
な
」（
大
蔵
流
、古
典
文
庫
本
も
）、「
も
ら
さ
ぬ
」（
天

理
本
・
和
泉
家
古
本
・
狂
言
集
成
本
）
と
は
相
違
。

　

⑦
名
の
立
に
使ツ

カ
イな

た
て
そ
忍
び
妻

享
保
保
教
本
は
「
名
ノ
立
ニ
使
ナ
付ツ

ケ

ソ
忍シ
ノ
ヒ
ツ
マ妻

」、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番

綴
本
も
そ
れ
に
同
じ
。
他
流
は
、
虎
明
本
「
名
の
た
つ
に
、
つ
か
ひ
は
つ
け
そ
（
使
な
、
つ

げ
そ
）
し
の
び
づ
ま
」（
虎
寛
本
「
使
な
つ
け
そ
」、
虎
光
本
は
虎
寛
本
に
同
じ
。
伊
藤
源
之

丞
本
「
使
な
つ
げ
そ
」）、
天
理
本
「
名
の
た
つ
に
使
は
つ
け
（
げ
）
そ
し
の
び
妻
」（
和
泉

家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）、狂
言
記
「
名
の
立
つ
に
使
い
な
つ
け
そ
（
告

げ
そ
）
忍
び
妻
」。
享
保
保
教
本
、仁
右
衛
門
派
及
び
他
流
「
つ
け
そ
」
と
は
相
違
し
て
お
り
、

江
山
本
独
自
の
表
現
。
春
日
庄
作
自
筆
本
も
同
様
に
「
立
て
そ
」
と
す
る
。
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⑧
余
り
と
い
へ
は
文
を
こ
そ
や
れ

享
保
保
教
本
は
「
ア
マ
リ
シ
タ
ヘ
バ
文
ヲ
コ
ソ
ヤ
レ
」、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢

茂
五
番
綴
本
（「
文（

マ
マ
）こ
そ
や
れ
」）
も
そ
れ
に
同
じ
。
他
流
は
、虎
明
本
「
あ
ま
り
し
た
へ
ば
、

文
を
こ
そ
や
（
れ
）」（
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
同
じ
）、
天
理
本
「
あ
ま
り

し
た
へ
ば
文
を
と
ら
す
る
」（
和
泉
家
古
本
・
狂
言
集
成
本
も
同
じ
。
古
典
文
庫
本
「
文
を

こ
そ
や
れ
」）、
狂
言
記
「
あ
ま
り
慕
へ
ば
文
を
こ
そ
や
れ
」。
享
保
保
教
本
、
仁
右
衛
門
派

及
び
他
流
は
「
し
た
へ
ば
」
と
あ
る
。
江
山
本
は
、
明
ら
か
に
「
余
り
と
い
へ
は
」
と
読
め

る
。
誤
写
も
し
く
は
訛
伝
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
一
応
こ
こ
は
江
山
本
独
自
の
表
現
と
見
て

お
き
た
い
。
ち
な
み
に
、
春
日
庄
作
自
筆
本
は
「
あ
ま
り
し
た
へ
バ
」
と
あ
っ
て
、
享
保
保

教
本
に
同
じ
。

　

以
上
に
よ
り
、
本
曲
の
連
歌
は
お
お
む
ね
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
が
、
第

三
句
・
第
七
句
・
第
八
句
な
ど
、
他
の
伝
右
衛
門
派
台
本
と
は
相
違
す
る
表
現
も
認
め
ら
れ

る
。
特
に
第
七
句
・
第
八
句
は
江
山
本
独
自
の
表
現
と
い
え
る
。

（
、「
空
腕
」

【
主
人
の
言
い
つ
け
】

　

主
人
は
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
し
、
次
の
よ
う
に
命
じ
る
。

　
　

今
晩
各
を
申
入
る
筈
し
や　

汝
ハ
大
義
な
が
ら
淀（

マ
マ
）居
て
鯉
を
求
テ
こ
ひ

宝
暦
名
女
川
本
は
「
明
日
各
々
へ
お
茶
を
進
上
と
お
も
ふ
が
何
と
あ
ら
ふ
ぞ
（
中
略
）
夫
に

就
て
汝
は
ほ
ね
お
り
な
れ
共
、
淀
へ
い
て
鯉
を
求
て
こ
ひ
」
と
あ
っ
て
、
江
山
本
と
は
異
な

る
。
寛
政
有
江
本「
明
日
ハ
珍
客
を
申
請
ほ
と
に
淀
へ
い
て
肴
物
を
調
て
こ
い
」、杭
全
本「
明

日
客
来
を
申
請
る　

汝
は
太
義
な
か
ら
只
今
淀
へ
い
て
肴
も
の
を
求
て
こ
い
」、
賢
茂
五
番

綴
本
「
明
日
客
を
申
入
る
ゝ
程
に
。
汝
は
淀
へ
行イ

て
鯉
を
求
メ
て
こ
い
」（
安
永
森
本
も
ほ

ぼ
同
じ
）
と
あ
る
。
虎
明
本
は
明
朝
の
振
る
舞
い
。
虎
寛
本
も
明
日
の
「
御
参
会
」
の
た
め

（
伊
藤
源
之
丞
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）。
虎
光
本
は
今
晩
の
客
の
た
め
。
古
典
文
庫
本
は
、
俄
の
客

の
た
め
、
淀
へ
「
鯉
な
り
と
も
鮒
な
り
と
も
」
肴
を
求
め
に
行
か
せ
る
（
狂
言
集
成
本
も
ほ

ぼ
同
じ
）。
今
晩
の
客
の
た
め
と
い
う
江
山
本
の
設
定
は
、
他
流
の
中
で
は
、
虎
光
本
に
近

い
と
い
え
る
。

【
太
郎
冠
者
が
夜
道
で
お
び
え
る
と
こ
ろ
】

　

東
寺
へ
来
た
後
、
太
郎
冠
者
は
ま
ず
い
ば
ら
ぐ
ろ
を
人
と
見
て
お
び
え
る
。
宝
暦
名
女
川

本
は
、
こ
こ
で
太
刀
を
進
上
し
よ
う
と
言
っ
た
り
す
る
が
、
江
山
本
は
そ
の
せ
り
ふ
が
な
く

簡
略
。
次
に
、
江
山
本
で
は
、
枯
尾
花
を
く
ち
な
わ
（
蛇
）
と
見
る
が
、
宝
暦
名
女
川
本
は

そ
の
く
だ
り
が
な
い
。
寛
政
有
江
本
は
「
川
よ
け
の
杭
」、
さ
ら
に
薄
の
穂
を
人
と
見
て
お

び
え
る
。
安
永
森
本
は
、
い
ば
ら
ぐ
ろ
を
人
と
見
て
お
び
え
た
後
、
目
を
ふ
さ
い
で
歩
き
、

大
木
に
ぶ
つ
か
る
の
で
あ
り
、
枯
尾
花
を
く
ち
な
わ
と
見
る
く
だ
り
は
な
い
（
杭
全
本
も
同

じ
）。
賢
茂
五
番
綴
本
は
、
太
郎
冠
者
が
夜
道
で
お
び
え
る
場
面
は
短
く
、
物
を
人
と
見
誤

る
こ
と
も
な
く
、
す
ぐ
に
後
を
付
け
て
き
た
主
人
に
太
刀
を
奪
わ
れ
る
。
こ
の
場
面
は
、
仁

右
衛
門
派
の
中
で
も
こ
の
よ
う
に
揺
れ
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
江
山
本
（
あ
る
い
は
宝
暦
名

女
川
本
）
と
は
相
違
す
る
。

　

虎
明
本
は
杭
を
人
と
見
て
怖
が
る
。
虎
寛
本
は
杭
、
そ
し
て
並
木
の
松
を
人
と
見
る
。
伊

藤
源
之
丞
本
は
い
ば
ら
ぐ
ろ
を
見
て
お
び
え
る
の
み
。
虎
光
本
は
、
並
木
の
松
、
杭
を
人
と

見
た
後
、「
く
さ
れ
縄
」
を
く
ち
な
わ
と
見
る
。
古
典
文
庫
本
は
、
い
ば
ら
を
人
と
見
た
後
、

大
勢
の
人
が
見
え
る
と
言
っ
て
お
び
え
る
。
狂
言
集
成
本
も
同
じ
。

　

こ
の
後
、
太
郎
冠
者
が
主
人
に
打
た
れ
て
、
盗
人
に
切
ら
れ
た
と
思
い
込
み
、
実
は
死
ん

で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
ま
で
の
独
白
は
、
宝
暦
名
女
川
本
よ
り
長
い
。
こ
れ
は
宝
暦

名
女
川
本
の
後
記
「
太
郎
冠
者
詞
を
長
く
す
る
時
は
入
て
云
」
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
宝
暦

名
女
川
本
の
別
演
出
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
「
助
け
給
へ
〳
〵
」
と
念
仏

を
唱
え
る
あ
た
り
は
異
な
る
。

【
太
郎
冠
者
の
に
せ
の
手
柄
話
】

　

江
山
本
は
、
①
東
寺
の
あ
た
り
（
何
に
も
会
わ
ず
）、
②
四
塚
（
三
人
）、
③
淀
・
鳥
羽
の

間
（
四
、
五
十
人
）、
と
い
う
三
場
面
か
ら
成
り
、
基
本
的
に
宝
暦
名
女
川
本
に
近
い
。
③

の
場
面
で
は
鉄
砲
ま
で
出
て
く
る
の
が
特
徴）

（（
（

。
寛
政
有
江
本
は
、
①
東
寺
の
四
塚
（
三
十
人

程
）、
②
長
刀
遣
い
を
相
手
に
奮
戦
、
と
い
う
構
成
で
、
伝
右
衛
門
派
よ
り
簡
略
。
安
永
森

本
は
、
①
東
寺
の
あ
た
り
（
四
、
五
人
）、
②
鳥
羽
と
横
小

（
マ
マ
）路
の
間
（
七
、
八
十
人
百
人
）

か
ら
成
る
（
杭
全
本
も
同
じ
）。
賢
茂
五
番
綴
本
は
、
①
四
塚
の
先
（
大
の
男
四
五
人
）、
②

七
、
八
十
人
を
相
手
に
奮
戦
、
と
い
う
構
成
で
、
安
永
森
本
・
杭
全
本
よ
り
も
さ
ら
に
簡
略

で
あ
る
。

　

虎
明
本
は
、
①
東
寺
の
出
離
れ
（
七
、
八
人
十
人
）、
②
上
鳥
羽
・
下
鳥
羽
の
間
（
五
、

六
十
人
）、
③
淀
・
鳥
羽
の
間
（
多
勢
）
の
三
場
面
。
虎
寛
本
は
、
①
東
寺
の
出
離
れ
（
四
、

五
人
）、
②
上
鳥
羽
・
下
鳥
羽
の
間
（
二
、
三
十
人
）、
③
淀
・
鳥
羽
の
間
（
七
、
八
十
人
）。

伊
藤
源
之
丞
本
は
、
淀
・
鳥
羽
の
間
の
場
の
み
の
簡
略
な
か
た
ち
。
虎
光
本
は
、
①
東
寺
の

藪
影
（
十
八
、
九
人
、
二
十
人
）、
②
鳥
羽
縄
手
（
二
、
三
十
人
）、
③
淀
・
鳥
羽
の
間
（
七
、
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八
十
人
百
人
）
の
三
場
面
か
ら
成
る
。
古
典
文
庫
本
は
、
①
東
寺
か
ら
先
（
四
、
五
人
）、

②
鳥
羽
と
横
大
路
の
間
（
七
、
八
十
人
百
人
）、
狂
言
集
成
本
も
、
①
東
寺
か
ら
先
（
四
、

五
人
）、
②
上
鳥
羽
・
下
鳥
羽
の
間
（
七
、
八
十
人
百
人
）
で
、
ほ
ぼ
同
じ
。
い
ず
れ
も
江

山
本
に
は
一
致
し
な
い
。

　

以
上
、江
山
本
は
部
分
的
に
は
宝
暦
名
女
川
本
（
し
か
も
別
演
出
を
取
り
込
ん
だ
か
た
ち
）

に
近
い
と
い
え
る
が
、
夜
道
で
お
び
え
る
と
こ
ろ
な
ど
、
江
山
本
独
自
の
く
だ
り
も
認
め
ら

れ
る
。

（
、「
文
荷
」

【
文
を
担
う
謡
】

　

太
郎
冠
者
・
次
郎
冠
者
は
、
能
「
恋
重
荷
」
の
謡
を
謡
い
つ
つ
、
恋
文
を
担
う
。

　
　

 

太
ら
ヲ
モ
ク
共
持
て
や
〳
〵
次
郎
冠
者　
ア
ト
ひ
（
マ
マ
）め

じ
が
腹
立
や　

二
人
よ
し
な
き
恋

ヲ
す
が
む
し
ろ
伏
て
見
れ
共
お
ら
れ
バ
こ
そ　

く
る
う
し
や
独
り
寝
の　

我
が
手
枕
の

肩
か
へ
て
持
と
も
持
た
れ
ぬ　

そ
も
恋
ハ
何
の
重
荷
ぞ

宝
暦
名
女
川
本
は
「「
も
て
や
〳
〵
次
郎
官
者
、「
し
め
じ
か
腹
立
や
、
よ
し
な
き
恋
を
す
が

む
し
ろ
、
ふ
し
て
見
れ
共
お
ら
れ
ば
こ
そ
、
く
る
し
や
独
り
ね
の
我
が
手
枕
の
か
た
か
ゑ
て
、

ん
、も
て
ど
も
持
れ
ぬ
、そ
も
恋
は
何
の
お
も
に
ぞ
」、賢
茂
五
番
綴
本
「
荷
ふ
た
り
此
文
の
。

よ
し
な
き
恋
を
す
が
む
し
ろ
。
ふ
し
て
見
れ
ど
も
お
よ
れ
バ
社
。
く
る
し
や
独
り
寝
の
。
我

手
枕
の
。
エ
イ
。
肩
替
へ
て
。
持
て
ど
も
も
た
れ
す
。
そ
も
恋
ハ
重
ひ
物
か
な
」（
安
永
森
本
・

杭
全
本
も
同
じ
）
と
あ
る
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
「
よ
し
な
き
こ
ひ
を
す
る
が
な
る
、
ふ
し
て
み
れ
ど
も
お
ら
れ
は
こ
そ
、

く
る
し
や
ひ
と
り
ね
の
、
わ
が
手
枕
の
か
た
か
へ
て
、
も
て
ど
も
も
た
れ
ず
、
そ
も
こ
ひ
は
、

な
に
の
お
も
に
ぞ
」（
山
本
東
本
も
同
じ
）、
虎
清
本
「
よ
し
な
き
こ
い
を
す
る
か
な
る
。
ふ

し
て
み
れ
と
も
お
ら
れ
は
こ
そ
。
く
る
し
や
ひ
と
り
ね
の
。
わ
か
た
ま
く
ら
の
か
た
か
へ
て
。

も
て
と
も
も
た
れ
す
。
そ
も
こ
い
は
。
な
に
の
を
も
き
そ
」、
天
理
本
「
し
め
ち
か
は
ら
た

ち
や
、
よ
し
な
き
恋
を
す
か
む
し
ろ
、
か
た
に
も
て
と
も
も
た
れ
も
せ
す
、
く
る
し
や
ひ
と

り
ね
の
、
我
た
ま
く
ら
の
か
た
か
へ
て
、
も
て
と
も
も
た
れ
す
、
そ
も
ふ
み
は
な
に
の
お
も

荷
そ
」（
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）、
続
狂
言
記
（「
荷
文
」）「
よ
し
な
き
恋
を

す
る
が
な
る　

富
士
で
見
れ
ど
も
お
ら
れ
ば
こ
そ　

苦
し
や
ひ
と
り
寝
の　

我
手
枕
の
肩
か

へ
て　

持
て
ど
も
持
た
れ
ず　

そ
も
こ
は
何
の
重
荷
ぞ
」
と
あ
る
。

　

こ
こ
の
謡
は
宝
暦
名
女
川
本
に
近
い
。
た
だ
し
、謡
い
出
し
に
「
重
く
と
も
」
を
加
え
る
。

仁
右
衛
門
派
は
、
謡
い
出
し
が
「
荷
ふ
た
り
こ
の
文
の
」（
安
永
森
本
・
杭
全
本
・
賢
茂
五

番
綴
本
）、
さ
ら
に
「
お
よ
れ
ば
こ
そ
」「
持
て
ど
も
持
た
れ
ず
」「
重
い
も
の
か
な
」
等
の

箇
所
が
異
な
る
。
江
山
本
は
基
本
的
に
、
伝
右
衛
門
派
の
詞
章
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
長

府
伝
承
本
で
あ
る
浜
田
本）

（（
（

は
「
シ
テ
持
て
や
〳
〵
次
郎
官
者　
二
人
し
め
じ
が
腹
立
や　

よ

し
な
き
恋
を
す
か
む
し
ろ
の
ふ
し
て
見
れ
共
お
ら
れ
も
せ
す　

苦
敷
や
独
り
ね
の
我
手
枕
の

か
た
か
へ
て
持
テ
共
持
れ
ぬ　

そ
も
恋
ハ
何
の
お
も
に
そ
」
と
あ
っ
て
、
傍
線
部
に
小
異
が

あ
る
が
、
江
山
本
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
大
蔵
流
は
「
駿
河
な
る
」、
和
泉
流
は
「
肩
に
持
て

ど
も
持
た
れ
も
せ
ず
」
が
異
な
る
。

【
恋
文
】

　

二
人
の
冠
者
が
読
む
恋
文
の
文
章
、
そ
し
て
そ
れ
を
読
ん
で
の
感
想
に
特
徴
的
な
表
現
が

あ
る
。

　
　
（
太
郎
冠
者
）
し
づ
心
な
き
思
ひ
ト
な
り　
二
ら
扨
も
〳
〵
ふ
と
や
〳
〵

宝
暦
名
女
川
本
は
「
ア
ト
「
し
づ
心
な
き
を
も
い
と
な
り
、シ
テ
「
ふ
と
や
〳
〵
、と
云
て
笑
」、

賢
茂
五
番
綴
本
は
こ
の
文
句
な
し
。
従
っ
て
「
ふ
と
や
〳
〵
」
も
な
く
、「
シ
テ
読
ふ
で
聞

せ
ふ
。
君
の
御
志
の
忝
さ
ハ
。
日
本
の
山
々
と
書
て
あ
る
ハ　
次
郎
何
じ
や
山
〳
　〵
シ
テ

中
　々
二
人
山
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
笑　
次
郎
某
に
も
ち
と
見
せ
さ
し
ま
せ
（
略
）
何
々
我

身
の
お
も
ひ
ハ
海
な
ら
バ
蒼
海
。
山
な
ら
バ
し
ゆ
ミ
せ
ん　
シ
テ
何
ン
じ
や
し
ゆ
ミ
せ
ん　

次
郎
中
　々
二
人
し
ゆ
ミ
せ
ん
。
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
笑
」
と
あ
る
（
安
永
森
本
・
杭
全
本

も
基
本
的
に
同
じ
）。
こ
の
く
だ
り
は
伝
右
衛
門
派
固
有
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
た
だ
し

浜
田
本
は
こ
の
く
だ
り
な
し
。
し
か
し
、
そ
の
他
は
基
本
的
に
江
山
本
・
宝
暦
名
女
川
本
と

一
致
す
る
）。

【
小
歌
】

　
　

加
茂
の
河
原
ヲ
通
る
と
て
文
を
落
し
て
風
の
便
り
ニ
つ
た
へ
届
ケ
よ
か
し

宝
暦
名
女
川
本
「
加
茂
の
河
原
を
通
る
と
て
、
文
を
落
し
て
風
の
た
よ
り
で
と
ゞ
け
よ
か
し

（
か
も
の
川
原
を
通
る
と
て
、
ふ
み
を
お
と
し
た
よ
の
ふ
、
か
ぜ
の
た
よ
り
で
と
ゝ
け
よ
か

し
）」、賢
茂
五
番
綴
本
「
志
賀
の
う
ら
を
通
る
と
て
。
文
を
落
イ
た
。
浜
松
の
風
の
便
リ
に
。

つ
た
へ
き
か
せ
よ
風
の
便
り
に
」（
安
永
森
本
・
杭
全
本
も
同
じ
）。
他
流
は
、
虎
明
本
「
か

も
の
川
原
を
と
を
る
と
て
、
ふ
み
を
お
と
い
た
よ
な
ふ
、
か
ぜ
の
た
よ
り
に
、
つ
た
へ
と
ゞ

け
か
し
」（
虎
清
本
・
山
本
東
本
も
同
じ
）。
天
理
本
「
し
か
の
浦
を
と
お
る
と
て
、
ふ
み
を

お
と
ひ
た
、
は
ま
ま
つ
の
風
の
た
よ
り
に
、
か
せ
の
た
よ
り
に
」（
狂
言
集
成
本
も
同
じ
。

古
典
文
庫
本
は
「
文
を
お
と
し
た
」）、
続
狂
言
記
「
鴨
の
河
原
を
通
る
と
て
、
文
を
落
と
し
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た
よ
の
、
風
の
便
り
に
伝
へ
届
け
か
し
」。

　

江
山
本
は
、
宝
暦
名
女
川
本
と
ほ
ぼ
同
じ
。
こ
れ
は
伝
右
衛
門
派
固
有
の
詞
章
と
考
え
ら

れ
る
。
虎
明
本
・
続
狂
言
記
（
浜
田
本
は
続
狂
言
記
と
一
致
）
と
は
小
異
が
あ
る
。
仁
右
衛

門
派
は
「
志
賀
の
浦
を
通
る
と
て
」
と
始
ま
り
、
和
泉
流
に
近
い
が
小
異
あ
り
。

【
文
を
扇
ぐ
演
出
】

　

二
人
の
冠
者
が
破
れ
た
恋
文
を
小
歌
を
謡
い
つ
つ
扇
ぐ
と
こ
ろ
の
演
出
に
つ
い
て
、
江
山

本
は
、

　
　

二
人
し
て
小
哥
云
テ
扇
開
き
乗
テ
立
廻
る

と
注
記
す
る
。
宝
暦
名
女
川
本
は
「
二
人
共
に
、
お
ど
り
ぶ
し
に
云
て
、
の
り
な
が
ら
お
ど

る
」
と
あ
り
、
現
行
山
口
鷺
流
も
、
い
わ
ゆ
る
小
歌
節
で
は
な
く
、
踊
り
節
で
ノ
ッ
て
謡
う
。

浜
田
本
も
「
ヲ
ト
リ
フ
シ
ニ
テ
ア
ヲ
ク
」
と
あ
り
、
踊
り
節
で
謡
う
演
出
は
、
宝
暦
名
女
川

本
、
現
行
山
口
鷺
流
に
一
致
す
る
。
こ
れ
も
伝
右
衛
門
派
固
有
の
演
出
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
江
山
本
「
文
荷
」
は
、
詞
章
・
演
出
と
も
に
宝
暦
名
女
川
本
に
か
な
り
近
い
。

（
、「
千
鳥
」

　

こ
の
曲
は
、
伝
右
衛
門
派
の
台
本
と
し
て
は
、
常
磐
松
文
庫
本
に
抜
書
本
（
主
人
と
酒
屋

の
分
）
が
残
る
の
み
で
、他
の
主
要
な
本
に
は
な
い
。
か
つ
て
宝
暦
名
女
川
本
の
「
盗
類
雑
」

に
「
鵆
（
千
鳥
）」
が
収
め
ら
れ
て
い
た）

（（
（

が
、
現
在
行
方
不
明
で
あ
る
。
山
口
鷺
流
の
台
本

と
し
て
は
、
他
に
春
日
庄
作
自
筆
本
・
中
西
本
に
あ
る
。
ま
た
、
長
府
鷺
流
の
台
本
で
あ
る

浜
田
本
に
も
あ
る
。
大
蔵
流
・
和
泉
流
の
主
た
る
台
本
に
あ
り
、狂
言
記
拾
遺
に
も
あ
る（「
対

馬
祭
」）。
天
正
本
に
は
「
浜
千
鳥
」
の
曲
名
で
記
載
が
あ
る
。
な
お
、
近
代
の
活
字
本
で
あ

る
が
、『
狂
言
独
習
全
書
』（
金
櫻
堂
、
明
30
）
が
鷺
伝
右
衛
門
派
の
台
本
を
採
用
し
た）

（（
（

よ
う

で
、「
千
鳥
」
を
収
め
て
い
る
。

【
冒
頭
の
や
り
と
り
】

　
　

 

晩
程
客
来
か
有
程
ニ
毎
も
の
酒
屋
へ
い
て
能
酒
を
樽
に
つ
め
て
取
て
こ
い　
　

畏
て
御

座
る　

代
り
を
被
下
い　
　

代
り
ハ
先
日
そ
ち
ニ
渡
て
置
た　

夫
ハ
皆
遣
ひ
切
て
御
座

ら
ぬ　

此
度
ハ
お
手
前
か
ら
御
出
し
被
成
た
ら
能
御
座
ろ
ふ

安
政
賢
通
本
は
「
今
晩
客
来
を
申
し
受
く
る
に
よ
つ
て
、
い
つ
も
の
酒
屋
へ
い
て
酒
を
取
つ

て
来
い
。
シ
テ
畏
ま
つ
て
は
ご
ざ
れ
ど
も
、
こ
の
お
使
を
ば
御
許
さ
れ
て
下
さ
れ
ま
せ
い
。

主
汝
は
な
ぜ
に
さ
う
言
ふ
ぞ
。
シ
テ
こ
な
た
に
も
思
召
し
て
も
ご
ら
う
じ
ら
れ
い
。
前
前
の

酒
代
を
も
遣
は
さ
れ
い
で
、
参
つ
た
り
と
も
詰
め
て
お
こ
さ
う
と
は
申
し
ま
す
ま
い
。
こ
の

お
使
を
ば
、
御
許
さ
れ
て
下
さ
れ
ま
せ
い
」
と
あ
る
（
安
永
森
本
・
杭
全
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）。

寛
政
有
江
本
も
、
対
話
の
流
れ
と
し
て
は
右
に
ほ
ぼ
同
じ
。

　

江
山
本
で
は
、
冠
者
が
す
ぐ
さ
ま
代
わ
り
を
要
求
す
る
が
、
主
人
は
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
。

安
政
賢
通
本
そ
の
他
の
仁
右
衛
門
派
で
は
、
冠
者
は
酒
代
の
ツ
ケ
が
た
ま
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
使
い
を
勘
弁
し
て
ほ
し
い
と
言
い
出
す
。こ
の
よ
う
に
両
派
で
、対
話
の
進
行
が
異
な
っ

て
い
る
（
な
お
、
江
山
本
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
行
山
口
鷺
流
で
は
、
こ
の
や
り

と
り
の
後
に
、
主
人
が
袂
や
懐
を
探
る
型
が
あ
る
）。

【
太
郎
冠
者
の
仕
方
話
】

　

江
山
本
で
は
、
以
下
の
三
つ
の
話
を
す
る
。

　

①
二
見
が
浦
で
千
鳥
を
寄
せ
る
と
こ
ろ

　

②
台
持
（
大
物
）
を
引
く
と
こ
ろ

　

③
加
茂
の
競
馬
の
真
似

ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
酒
市
の
話
が
別
演
出
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
末
尾
に
記
さ
れ

て
い
る）

（（
（

。

　
　

 

先
酒
市
が
立
ま
し
て
御
座
る　

扨
々
夥
敷
樽
て
御
座
る　

下
よ
り
こ
ふ
見
上
る
様
ニ
御

座
る　

つ
ミ
上
ま
し
て
大
の
男
が
大
鉢
ま
き
を
致
て
是
程
も
御
さ
ろ
ふ
か
も
そ
つ
と
も

大
き
う
御
座
ろ
ふ
か
ト
申
樽
ヲ
下
よ
り
は
ら
び
縄
を
持
て
き
り
〳
〵
と
巻
立
ま
し
て
上

の
結
ひ
目
へ
手
ヲ
懸カ

ケ

ま
し
て
つ
つ
と
さ
し
上
つ
ゝ
〳
〵
〳
　〵
右
の
通
り
桶
を
詞
の
通
り

し
て
つ
つ
〳
〵
〳
〵
ト
橋
か
ゝ
り
へ
行　

ア
ト
留
る　

夫
よ
り
千
鳥
ニ
成
ル

春
日
庄
作
自
筆
本
で
は
こ
の
く
だ
り
を
本
演
出
に
入
れ
て
お
り
、
現
行
山
口
鷺
流
も
そ
れ
を

踏
襲
す
る
。
従
っ
て
、
現
在
は
、
①
酒
市
の
話
→
②
千
鳥
を
捕
ら
え
る
真
似
→
③
大
物
を
引

く
真
似
→
④
加
茂
の
河
原
の
競
馬
の
真
似
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
来
鷺
伝
右
衛
門
派
の
演
出
は
、
江
山
本
の
よ
う
に
、
①
千
鳥
→
②
大
物
→
③

競
馬
の
三
つ
を
行
う
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
常
磐
松
文
庫
本
（
抜
書
本
）
も
酒
屋
の
せ
り
ふ

の
み
の
抜
書
に
よ
る
し
か
な
い
が
、酒
市
の
話
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
浜
田
本
も
同
じ
。『
狂

言
独
習
全
書
』
も
同
様
で
、
酒
市
の
話
は
見
当
た
ら
な
い
。
中
央
（
江
戸
）
の
伝
右
衛
門
派

が
基
本
的
に
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
酒
市
の
話
を
入
れ
る
の
は
、
長
州
藩
独
自
の

演
出
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

大
蔵
流
は
、
①
千
鳥
を
伏
せ
る
と
こ
ろ
、
②
山
鉾
を
引
く
と
こ
ろ
、
③
流
鏑
馬
の
真
似
と

な
る
。
和
泉
流
は
、
①
千
鳥
を
伏
せ
る
と
こ
ろ
、
②
流
鏑
馬
の
真
似
と
続
き
、
古
来
、
山
鉾

を
引
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
・
安
永
森
本
・
杭
全
本
・
安
政
賢
通
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本
は
、
大
蔵
流
と
同
じ
。
狂
言
記
拾
遺
は
、
①
千
鳥
→
②
山
（「
山
を
作
り
舟
に
乗
せ
、
片

端
か
ら
押
す
、
引
く
」
と
言
う
）
→
③
流
鏑
馬
の
順
で
、
こ
れ
も
大
蔵
流
に
同
じ
。

【
結
末
の
演
出
】

　

江
山
本
は
、
結
末
に
冠
者
が
酒
屋
の
足
を
竹
杖
で
打
っ
て
倒
す
演
出
が
あ
る
。

　
　

 

は
ゝ
の
け
〳
　〵
ア
ト
大
臣
柱
へ
行
ト
シ
テ
云
な
か
ら
竹
ニ
て
ア
ド
ヲ
打
伏
ル　

ア
ト
下
ニ
居
ト

シ
テ
樽
ヲ
持
テ
飛
な
か
ら
橋
か
ゝ
り
へ
行
也

こ
れ
は
他
派
・
他
流
に
な
く
、伝
右
衛
門
派
独
自
の
演
出
と
考
え
ら
れ
る
。『
狂
言
独
習
全
書
』

に
も
、
ト
書
き
に
「
能
キ
所
ニ
テ　

ア
ト
ヲ
竹
ニ
テ
打　

ア
ト
倒
レ
ル
」
と
あ
る
。
山
口
鷺

流
で
も
現
在
こ
の
演
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

な
お
現
在
、
山
口
鷺
流
で
は
、
酒
屋
が
倒
れ
る
と
、
冠
者
は
樽
（
葛
桶
）
を
肩
に
か
つ
ぎ

上
げ
て
、「
御
馬
が
参
る
、
御
馬
が
参
る
」
と
繰
り
返
し
な
が
ら
、
幕
へ
入
る
。
河
野
本
（
河

野
晴
臣
編
『
鷺
流
狂
言
手
附
本　

附
小
舞
間
』
山
口
市
中
央
公
民
館
、
昭
（（
。
現
行
山
口
鷺

流
の
演
出
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
基
づ
く
）
に
、そ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
江
山
本
で
は
「
樽

ヲ
持
テ
」
と
あ
る
の
み
で
、
か
つ
ぐ
か
ど
う
か
は
不
明
。
春
日
庄
作
自
筆
本
に
も
所
作
は
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
浜
田
本
は
「
樽
ヲ
提
テ
楽
屋
ノ
方
ニ
行
ク
」
と
あ
り
、
他
流
と
同
じ
よ

う
に
、
樽
を
提
げ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
、「
鐘
ノ
音
」

【
主
人
の
名
ノ
リ
】

　

江
山
本
で
は
、
主
人
は
次
の
よ
う
に
名
乗
る
。

　
　

是
ハ
相
模
の
国
三
浦
に
住
居
致
者
て
御
座
る

宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
（
抜
書
本
）
も
同
じ
く
、
三
浦
の
者
と
名
乗
る
。
浜
田
本

も
同
じ
。
狂
言
記
拾
遺
も
同
じ
。
一
方
、
仁
右
衛
門
派
（
安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本
・
賢
茂

五
番
綴
本
）
は
「
こ
の
あ
た
り
の
者
」
と
い
う
常
の
名
ノ
リ
で
、
伝
右
衛
門
派
と
は
相
違
す

る
（
杭
全
本
も
「
主
名
乗
呼
出
し
如
常
」
と
あ
る
）。
虎
明
本
以
下
の
大
蔵
流
も
同
じ
く
「
こ

の
あ
た
り
の
者
」。
天
理
本
以
下
の
和
泉
流
も「
あ
た
り
の
者
」と
す
る
。
こ
の
名
ノ
リ
は（
狂

言
記
拾
遺
と
も
共
通
す
る
が
）、
基
本
的
に
伝
右
衛
門
派
の
詞
章
と
認
め
ら
れ
る
。

【
訪
れ
る
寺
と
鐘
の
音
】

　

江
山
本
に
お
い
て
、
太
郎
冠
者
が
廻
る
寺
と
そ
の
鐘
の
音
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

① 

寿
福
寺
→
し
や
ん
も
　ゝ

是
ハ
い
か
な
事　

是
ハ
跡
か
な
い　

　

② 

円
覚
寺
→
か
ん
〳
〵
〳
　〵

あ
ゝ
是
ハ
お
し
い
事
哉　

能
音
に
成
る
が
つ
き
手
が
わ
る

い
か
し
て
音
か
か
た
い

　

③ 

極
楽
寺
→
ひ
し
や
〳
〵
〳
　〵

是
ハ
い
か
な
事　

ひ
ゞ
ゲ
が
有
か
割
れ
た
か

　

④ 

建
長
寺
→
じ
や
ん
も
ん
〳
　〵

去
レ
ば
こ
そ
能
音
じ
や

宝
暦
名
女
川
本
は
「
①
寿
福
寺
→
し
や
あ
も
ゝ
、
是
は
あ
と
か
わ
る
い
、
き
こ
へ
ぬ
、
②
円

覚
寺
→
か
ん
〳
〵
、
是
は
よ
い
ね
の
か
ね
じ
や
が
、
つ
き
て
か
わ
る
い
か
、
ね
か
あ
ま
り
か

た
ひ
、
③
極
楽
寺
→
し
や
あ
〳
〵
、
ひ
ゝ
き
か
有
か
、
但
し
わ
れ
た
か
、
④
建
長
寺
→
し
や

あ
、
も
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
、
さ
れ
ば
こ
そ
よ
い
ね
か
な
」、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
①
寿
福
寺
→
ジ

ヤ
ア
ン
モ　

是
ハ
跡
か
聞
へ
ぬ
、②
円
覚
寺
→
カ
ン
〳
〵
〳
　〵

是
ハ
余
り
か
た
い
音
じ
や
、

③
極
楽
寺
→
ビ
シ
ヤ
ア
ン　

ハ
是
ハ
如
何
な
事　

合
点
の
ゆ
か
ぬ
事
し
や　

響
が
い
た
か
但

し
わ
れ
た
か
、
④
建
長
寺
→
じ
や
ア
ン
モ
ン
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
　〵

さ
れ
は
こ
そ
能
音

じ
や
」
と
あ
る
。

　

江
山
本
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
寿
福
寺
（
余
韻
が
な
い
）
→
②
円
覚
寺
（
音
が
堅
い
）
→

③
極
楽
寺
（
割
れ
鐘
の
よ
う
）
→
④
建
長
寺
（
よ
い
音
）
の
順
で
、
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐

松
文
庫
本
と
一
致
す
る
。
鐘
の
音
の
形
容
も
同
じ
。
極
楽
寺
の
鐘
の
音
は
、
特
に
常
磐
松
文

庫
本
に
近
い
。
浜
田
本
も
同
じ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
仁
右
衛
門
派
（
安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本
・
杭
全
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
）

は
三
箇
所
を
廻
る
。
す
な
わ
ち
、
①
寿
福
寺
（
割
れ
鐘
の
よ
う
）
→
②
円
覚
寺
（
音
が
堅
い

ま
た
は
小
さ
い
）
→
③
建
長
寺
（
寛
政
有
江
本
は
極
楽
寺
）（
よ
い
音
）
の
順
で
、
円
覚
寺

の
鐘
の
音
が
堅
い
と
す
る
の
は
共
通
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
江
山
本
・
宝
暦
名
女
川
本
と

相
違
す
る
。

　

虎
明
本
を
始
め
と
す
る
大
蔵
流
は
、
弥
右
衛
門
派
・
八
右
衛
門
派
と
も
に
、
①
五
大
堂
→

②
寿
福
寺
→
③
極
楽
寺
→
④
建
長
寺
の
順
で
、
後
の
謡
に
も
五
大
堂
が
出
る
の
が
特
徴
。
和

泉
流
は
、
天
理
本
で
は
、
寿
福
寺
・
円
覚
寺
・
建
長
寺
の
三
箇
所
を
挙
げ
る
が
、
詳
細
は
記

さ
な
い
（
和
泉
家
古
本
も
同
様
）。
古
典
文
庫
本
は
、
①
寿
福
寺
→
②
円
覚
寺
→
③
極
楽
寺

→
④
建
長
寺
で
、
伝
右
衛
門
派
と
同
じ
。
た
だ
し
三
番
目
の
極
楽
寺
の
鐘
が
最
上
で
、
建
長

寺
は
「
ピ
シ
ヤ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
」
と
「
ひ
ゞ
き
（
罅
割
れ
）
が
い
て
あ
る
」
と
し
て
、

悪
い
響
き
と
す
る
の
が
特
異
。
狂
言
集
成
本
は
、寺
の
順
は
古
典
文
庫
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、

最
後
の
建
長
寺
を
最
上
と
す
る
。
狂
言
記
拾
遺
は
①
五
大
堂
（
破
れ
鐘
）
→
②
寿
福
寺
（
堅

い
音
）、
③
極
楽
寺
（
よ
ひ
音
）
の
順
で
、
五
大
堂
か
ら
始
め
る
の
は
、
大
蔵
流
に
似
る
が
、

建
長
寺
に
は
行
か
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
、
こ
の
箇
所
に
は
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
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【
太
郎
冠
者
へ
の
所
望
】

　

江
山
本
で
は
、
主
人
の
方
か
ら
仲
裁
人
を
通
し
て
、
冠
者
に
鎌
倉
の
話
を
す
る
よ
う
所
望

す
る
。
鷺
流
両
派
は
仲
裁
人
が
出
る
か
た
ち
で
、
大
蔵
流
（
た
だ
し
、
伊
藤
源
之
丞
本
は
出

な
い
）
と
同
じ
。
和
泉
流
・
狂
言
記
拾
遺
は
仲
裁
人
が
出
な
い
。

　
　

 

夫
な
ら
ハ
堪
忍
も
致
ま
せ
う
か
あ
い
つ
か
鎌
倉
迄
中
々
参
る
事
で
ハ
御
座
ら
ぬ　

真
実

い
た
な
ら
ハ
其
聞
た
所
々
の
咄
し
を
せ
い
と
被
仰
て
被
下
い

宝
暦
名
女
川
本
は
「
其
上
あ
い
つ
め
は
鎌
倉
迄
参
る
事
て
は
御
座
ら
ぬ
、
又
、
参
た
ら
は
そ

の
き
い
た
所
を
、
ま
の
ふ
で
見
せ
い
と
被
仰
て
被
下
い
」
と
、
主
人
か
ら
所
望
す
る
。
常
磐

松
文
庫
本
も
「
其
上
あ
い
つ
め
ハ
鎌
倉
ま
で
参
る
事
ハ
御
座
ら
ぬ　

参
つ
た
成
ハ
其
聞
た

所
々
を
学
ふ
で
見
せ
い
と
被
仰
て
被
下
い
」
と
、
同
じ
く
主
人
か
ら
所
望
す
る
。
仁
右
衛
門

派
の
安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本
・
杭
全
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
太
郎
冠
者
が
思

い
つ
き
、
仲
裁
人
に
提
案
す
る
。

　

虎
明
本
・
虎
寛
本
は
「
や
い
〳
〵
わ
び
事
を
し
た
程
に
、
寺
々
の
か
ね
の
音
を
き
い
た
様

子
を
、
う
た
ひ
に
作
て
、
あ
の
前
へ
い
で
ゝ
い
へ
」
と
仲
裁
人
か
ら
提
案
す
る
。
伊
藤
源
之

丞
本
は
仲
裁
人
が
出
ず
、「
鐘
の
音
を
聞
て
参
り
ま
し
た
所
を
、
ま
な
ふ
で
御
目
に
か
け
ま

せ
う
」
と
太
郎
冠
者
か
ら
直
接
主
人
に
申
し
出
る
。
虎
光
本
は
仲
裁
人
が
出
る
が
、
鷺
仁
右

衛
門
派
と
同
じ
く
、
太
郎
冠
者
が
思
い
つ
き
、
仲
裁
人
に
提
案
す
る
か
た
ち
で
あ
る
。

　

天
理
本
以
下
和
泉
流
（
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
）
は
、
仲
裁
人
が
出

ず
、
太
郎
冠
者
が
思
い
つ
く
。
狂
言
記
拾
遺
は
「
そ
れ
も
鎌
倉
へ
も
行
も
致
さ
ず
、
参
つ
た

と
申
や
ら
知
れ
ま
す
ま
ひ
、
様
子
を
尋
ふ
と
存
る
」
と
主
人
か
ら
所
望
す
る
が
、
仲
裁
人
は

出
な
い
。

　

冠
者
が
鎌
倉
へ
行
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
様
子
を
聞
こ
う
と
仲
裁
人
を
通
し

て
所
望
す
る
江
山
本
の
か
た
ち
は
、
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
に
一
致
（
浜
田
本
も

同
じ
）。
仁
右
衛
門
派
は
、
太
郎
冠
者
が
主
人
の
機
嫌
を
直
す
た
め
に
謡
を
謡
う
こ
と
を
自

分
で
思
い
つ
く
の
で
あ
り
（
虎
光
本
も
）、
江
山
本
・
宝
暦
名
女
川
本
と
は
相
違
す
る
。
狂

言
記
拾
遺
も
こ
れ
に
似
る
が
、
仲
裁
人
が
出
な
い
と
こ
ろ
は
相
違
。

　

以
上
に
よ
り
、
こ
の
箇
所
は
伝
右
衛
門
派
の
か
た
ち
と
考
え
ら
れ
る
。

【
太
郎
冠
者
の
謡
】

　
　

 

先
鎌
倉
に
つ
う
と
。
入
相
の
鐘
是
也
。
東
門
ニ
当
り
て
ハ
寿
福
寺
の
鐘
。
諸
行
無
常
と

ひ
ゞ
く
な
り
。
南
門
な
円
角

（
マ
マ
）寺
是
生
滅
法
と
ひ
ゞ
く
也
。
扨
西
門
ハ
極
楽
寺
。
是
亦
せ

う
め
つ
〳
〵
い
の
祈

（
マ
マ
）り

北
門モ
ン

ハ
建
長
寺
じ
や
く
め
つ
い
ら
く
と
ひ
ゞ
き
渡
れ
バ
何
れ
も

鐘
の
音
聞
済
し
夜
ハ
ほ
の
〳
〵
と
明
ケ
け
れ
バ
い
わ
て
登
る
か
立
帰
り
小
町
ニ
て
。
子

持
が
母
の
土
産
に
紅
皿
壱
ツ
買
持
ツ
て
。
急
で
帰
る
か
い
も
な
く
さ
も
あ
ら
け
な
き
主

殿
に
そ
く
び
を
と
ら
れ
つ
き
鐘
の
〳
〵
ひ
ゞ
き
に
花

（
マ
マ
）を
ぞ
直
り
け
る

傍
線
部
に
つ
い
て
、宝
暦
名
女
川
本
は
「
生
滅
々
已
の
こ
と
わ
り
」「
ひ
ゝ
き
わ
た
れ
は
」「
夜

は
ほ
の
〳
〵
と
明
け
け
れ
ば
、
い
わ
れ
の
ほ
る
か
立
帰
り
、
小
町
に
て
子
持
ち
か
母
の
み
や

げ
に
、
へ
に
さ
ら
ひ
と
つ
か
い
も
ち
て
」「
な
を
り
け
る
」
と
あ
る
。
寛
政
有
江
本
は
「
せ

う
め
つ
〳
〵
ち
の
こ
と
ハ
り
」「
ひ
ゝ
き
て
」「
夜
ハ
朗
々
と
明
け
れ
は
い
わ
て
の
ほ
る
か
。

立
帰
小
町
に
て
子
持
ち
か
母
の
ミ
や
け
に
紅
さ
ら
一
つ
か
い
も
ち
て
」「
な
を
し
け
る
」（
安

永
森
本
・
杭
全
本
も
同
じ
）、
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
生
滅
。
め
つ
ち
の
断
り
」「
響
バ
」「
夜

ハ
ほ
の
〴
〵
と
明
け
れ
バ
。
い
わ
で
登
る
か
。
立
帰
り
小
町
に
て
。
子
持
ち
は
ゝ
の
土
産
に
。

紅
皿
ひ
と
つ
か
い
持
て
」「
直
し
け
る
」
と
あ
る
。

　

虎
明
本
は
「
東
門
に
あ
た
り
て
は
五
だ
い
だ
う
の
か
ね
是
な
り
」
と
あ
り
、傍
線
部
は
「
生

滅
々
已
の
心
」「
ひ
び
き
わ
た
れ
は
」「
い
そ
ひ
で
の
ほ
る
か
又
立
か
へ
り
、
こ
も
ち
が
か
た

へ
の
み
や
げ
に
せ
ん
と
て
べ
に
ざ
ら
一
つ
、
か
ひ
も
ち
て
」「
な
を
り
け
る
」（
虎
寛
本
は
、

紅
皿
を
買
う
く
だ
り
が
な
く
な
り
、「
急
で
の
ぼ
る
心
も
な
く
、
さ
も
あ
ら
け
な
き
主
殿
に
」

と
続
き
、
後
は
同
じ
。
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
ひ
ゞ
き
わ
た
り
て
」
が
異
な
る
。
後
は
虎
寛
本

と
ほ
ぼ
同
じ
。
虎
光
本
は
虎
寛
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
な
を
し
け
る
」
が
異
な
る
）
と
あ
る
。

天
理
本
は
、
傍
線
部
が
「
せ
う
め
つ
め
つ
い
の
こ
と
わ
り
」「
ひ
ゝ
き
わ
た
れ
は
」「
是
ま
て

な
り
と
て
帰
り
し
か
、
又
立
か
へ
り
、
こ
町
に
て
子
共
か
母
の
み
や
け
に
せ
ん
と
て
、
さ
う

り
一
足
、
へ
に
皿
ひ
と
つ
か
い
と
つ
て
」「
は
な
を
や
な
お
る
ら
ん
」（
和
泉
家
古
本
・
古
典

文
庫
本
も
同
じ
。
狂
言
集
成
本
は
紅
皿
を
買
う
く
だ
り
が
な
く
な
り
、虎
寛
本
と
同
じ
く「
急

い
で
登
る
か
ひ
も
な
く
。
さ
も
あ
ら
け
な
き
主
殿
の
」
と
続
き
、
末
尾
は
「
直
す
ら
ん
」）

と
あ
る
。
続
狂
言
記
は
「
南
門
に
当
た
り
て
は
五
太
堂
の
鐘
こ
れ
な
り　

是
生
滅
法
と
響
く

な
り
」
と
あ
り
、
傍
線
部
は
「
生
滅
滅
已
の
心
」「
響
き
わ
た
れ
ば
」「
急
ひ
で
上
る
が
ま
た

立
帰
り
、
子
持
が
方
へ
の
み
や
げ
に
せ
ん
と
紅
皿
壱
つ
買
持
て
」「
直
り
け
る
」
と
あ
る
。

　

江
山
本
は
、
宝
暦
名
女
川
本
に
ほ
ぼ
一
致
（
常
磐
松
文
庫
本
は
謡
を
記
さ
な
い
）。
浜
田

本
も
ほ
ぼ
同
じ
（「
急
て
帰
る
詮
も
無
く
」「（
返
し
）
そ
首
を
取
つ
て
搗
鐘
の
」
は
小
異
）。

た
だ
し
、「
夜
ハ
ほ
の
〳
〵
と
明
ケ
け
れ
バ
い
わ
て
登
る
か
立
帰
り
小
町
ニ
て
。
子
持
が
母

の
土
産
に
紅
皿
壱
ツ
買
持
ツ
て
」
は
、
仁
右
衛
門
派
に
も
見
え
、
鷺
流
両
派
共
通
の
部
分
で

あ
る
。
た
だ
し
仁
右
衛
門
派
に
は
「
響
き
て
」「
響
け
ば
」「
直
し
け
る
」
等
の
小
異
が
あ
る

の
で
、
江
山
本
は
伝
右
衛
門
派
の
詞
章
と
考
え
ら
れ
る
。
他
流
（
続
狂
言
記
も
含
む
）
は
、
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い
ず
れ
の
台
本
も
江
山
本
と
は
一
致
し
な
い
。

【
結
末
】

　

江
山
本
の
結
末
は
追
い
込
み
で
、
仲
裁
人
が
止
め
な
が
ら
追
う
か
た
ち
で
あ
る
。 

　
　

己
れ
ハ
に
く
ゐ
や
つ
の　
　

申
々
先
堪
忍
を
被
成
い　
　

ア
ヽ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ
い
〳
〵

こ
れ
は
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
と
一
致
（
浜
田
本
も
同
じ
）。
こ
れ
に
対
し
て
、

仁
右
衛
門
派
諸
本
は
和
解
の
留
め
と
な
っ
て
お
り
、
江
山
本
等
と
は
相
違
す
る
。
追
い
込
み

に
す
る
の
が
伝
右
衛
門
派
の
型
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
天
理
本
は
追
い
込
み
で
あ
る
が
、
仲
裁
人
は
出
な
い
。
た
だ
し
古
典
文
庫
本
・
狂

言
集
成
本
は
叱
り
留
め
。
大
蔵
流
は
、
基
本
的
に
虎
明
本
以
来
叱
り
留
め
に
す
る
（
八
右
衛

門
派
も
同
じ
）。
狂
言
記
拾
遺
も
同
じ
く
叱
り
留
め
。
つ
ま
り
、本
曲
の
結
末
は
三
通
り
あ
り
、

そ
れ
に
対
応
す
る
主
な
諸
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

○
追
い
込
み　

 

鷺
伝
右
衛
門
派
諸
本
（
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
・
江
山
本
）、

天
理
本
・
和
泉
家
古
本

　

○
叱
り
留
め　

 

大
蔵
流
諸
本
、
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
、
狂
言
記
拾
遺

　

○
和
解　

 

鷺
仁
右
衛
門
派
諸
本
（
安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本
・
杭
全
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
）

（
、「
蟹
山
伏
」

【
山
伏
の
次
第
】

　
　

大
峯
掛
ケ
テ
葛
城
や
〳
〵
我
が
本
山
ニ
帰
ら
ん

宝
暦
名
女
川
本
は
「
大
峯
か
け
て
葛
城
や
、
〳
〵
、
我
が
本
山
に
帰
覧
」
と
あ
る
。
こ
の
次

第
の
文
句
は
、
諸
流
を
見
渡
す
と
三
通
り
あ
る
。
江
山
本
以
外
で
見
る
と
、

　

① 

大
峯
か
け
て
葛
城
や
、
〳
〵
、
我
が
本
山
に
帰
ら
ん
→
宝
暦
名
女
川
本
、
安
政
賢
通
本
・

賢
茂
五
番
綴
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
（
替
謡
と
し
て
②
も
あ
り
）・
虎
光
本
、
茂
山
真
一
本
・

山
本
東
本
、
天
理
本
（
替
謡
と
し
て
②
も
あ
り
）・
狂
言
集
成
本

　

② 

三
つ
の
峰
入
り
駆
け
出
な
る
、
〳
〵
、
行
者
ぞ
尊
か
り
け
る
→
虎
明
本
・
虎
寛
本
、
虎

清
本
、
古
典
文
庫
本

　

③ 

貝
を
も
持
た
ぬ
山
伏
は
、
〳
〵
、
道
々
う
そ
を
吹
か
う
よ
→
安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本
・

杭
全
本
、
続
狂
言
記

江
山
本
は
①
の
か
た
ち
で
、
宝
暦
名
女
川
本
、
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
と
一
致
。
仁

右
衛
門
派
の
う
ち
、
安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本
・
杭
全
本
は
③
で
あ
っ
て
相
違
す
る
。
大
蔵

流
・
和
泉
流
は
①
か
②
で
あ
る
。

【
山
伏
の
名
ノ
リ
】

　
　

是
ハ
出
羽
の
羽
黒
山
よ
り
出
た
る
客
僧
て
御
座
る

宝
暦
名
女
川
本
は「
是
は
出
羽
の
国
歯
黒
山
よ
り
出
た
る
客
僧
で
御
座
る
」（
安
永
森
本
は「
か

け
出
の
山
伏
」
と
す
る
。
杭
全
本
も
そ
れ
に
同
じ
）、
寛
政
有
江
本
は
「
是
ハ
出
羽
の
羽
黒

山
の
山
伏
成
か
…
」、
安
政
賢
通
本
は
「
こ
れ
は
丹
波
の
国
、
大
江
山
よ
り
出
で
た
る
、
駆

け
出
の
山
伏
で
す
」
と
あ
る
。
他
流
・
続
狂
言
記
も
含
め
、
お
お
む
ね
羽
黒
山
か
ら
出
た
駆

出
の
山
伏
と
す
る
。
江
山
本
は
、
特
に
宝
暦
名
女
川
本
と
「
客
僧
」
と
い
う
表
現
が
一
致
す

る
。
安
政
賢
通
本
（
賢
茂
五
番
綴
本
も
）
は
、
大
江
山
の
山
伏
と
す
る
の
で
相
違
す
る
。
虎

明
本
は
「
是
は
大
み
ね
、葛
城
熊
野
山
を
仕
り
た
る
、か
け
出
の
客
僧
に
て
候
」（
虎
清
本
も
）

と
名
乗
る
が
、
後
の
虎
寛
本
は
羽
黒
山
の
山
伏
と
な
っ
て
い
る
（
虎
光
本
も
同
じ
。
伊
藤
源

之
丞
本
は
山
伏
の
名
ノ
リ
な
し
。
和
泉
流
諸
本
も
同
じ
く
羽
黒
山
の
山
伏
）。

【
蟹
が
現
れ
る
場
所
】

　
　

 

爰
ハ
ど
こ
じ
や　
　

鈴
か
峠
と
も
亦
ハ
蟹
か
坂
ト
モ
申
増
る　
　

蟹
か
坂
ト
云
ふ
ハ
子

細
か
有
か　
　

中
々
い
わ
れ
こ
そ
御
座
れ　

古
し
へ
此
処
ニ
大
き
な
蟹
か
住
て
人
を
取

た
と
申
増
る　

恐
敷
事
で
ハ
御
さ
ら
ぬ
か　
　

誠
ニ
お
そ
ろ
し
い
事
じ
や　

ヤ
イ
の
ど

か
か
わ
く　

水
ヲ
一
ッ
呉
い　

爰
元
に
流
れ
ハ
な
い
か　
　

さ
れ
バ
爰
元
に
あ
れ
ハ
能

御
座
る
が　
　

汝
才
覚
を
せ
い　
　

畏
テ
御
座
る　
正
面
出
テ　

是
に
能
流
か
有　

是

へ
御
座
り
ま
せ
い　
　

心
へ
た

江
山
本
で
は
、
蟹
が
現
れ
る
場
所
を
「
鈴
か
峠
と
も
亦
ハ
蟹
か
坂
」
と
言
う
。
こ
の
部
分
は

宝
暦
名
女
川
本
に
な
い
。
寛
政
有
江
本
は
川
の
景
色
、
安
政
賢
通
本
は
沢
辺
の
景
を
見
て
い

る
と
こ
ろ
に
蟹
が
出
る
。
杭
全
本
は
俄
に
空
の
気
色
が
変
わ
り
、
蟹
が
出
現
。
安
永
森
本
は

「
江
州
蟹
が
坂
へ
来
た
」
と
言
う
が
、
そ
の
由
来
の
説
明
は
な
い
。
し
か
し
、
常
磐
松
文
庫

本
に
は
、
強
力
の
せ
り
ふ
の
抜
書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
又
曰
」
と
し
て
、
替
え
の
せ
り
ふ

と
思
し
き
も
の
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

此
所
ハ
蟹
か
峠
と
も
か
に
が
坂
と
も
申
て
昔
此
所
に
大
き
な
蟹
が
住
ん
て
人
を
取
つ
た

と
や
ら
申
舛
る　

今
ハ
其
蟹
が
化
て
出
る
と
や
ら
申
て
御
座
る
か
何
と
恐
し
い
事
で
ハ

御
座
り
ま
せ
ぬ
か　

畏
て
御
座
る　

此
他
り
に
流
ハ
な
い
か
し
ら
ぬ
迄
い
や
是
に
流
か

有　

申
々
是
に
水
か
御
座
り
ま
す
る　

是
へ
御
座
れ

傍
線
部
を
除
い
て
江
山
本
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
の
で
、
江
山
本
の
せ
り
ふ
は
こ
れ
を
や
や

簡
略
に
し
た
と
い
え
る
。
こ
こ
の
せ
り
ふ
は
、
伝
右
衛
門
派
特
有
（
た
だ
し
宝
暦
名
女
川
本

以
降
の
工
夫
か
）
と
考
え
ら
れ
る
。
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虎
明
本
・
虎
清
本
・
伊
藤
源
之
丞
本
、
天
理
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
、
続
狂
言

記
は
地
名
な
し
。
虎
寛
本
・
虎
光
本
・
茂
山
真
一
本
・
山
本
東
本
は
「
江
州
蟹
が
沢
」
へ
来

た
と
言
う
の
み
で
あ
る
。

【
蟹
の
謎
】

　
　

 

両
眼
天
に
有　

一
甲
地
に
落
ズ　

大
足
弐
足
小
足
八
足
右
行
左
行
し
て
遊
ぶ
物
の
情（
精
）じ

や

宝
暦
名
女
川
本
は
「
両
眼
天
に
有
り
、
一
甲
地
に
落
ず
、
大
足
小
足
四
足
八
足
、
右
行
左
行

し
て
遊
者
じ
や
」、
寛
政
有
江
本
は
「
二
眼
天
に
有
一
甲コ

ウ

地
に
落
す
大
足
小
足
四
足
八
足
右

行
左
行
し
て
あ
そ
ぶ
も
の
に
て
候
」（
安
永
森
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
「
遊
ぶ
者
ぢ
や
」。

杭
全
本
は
「
地
ニ
付
ズ
」「
遊
ぶ
も
の
に
て
有
ぞ
と
よ
」）、安
政
賢
通
本
は
「
二
眼
天
に
在
り
、

一
甲
地
に
着
か
ず
、
大
足
二
足
小
足
八
足
、
右
行
左
行
し
て
遊
ぶ
者
ぢ
や
よ
」（
賢
茂
五
番

綴
本
も
同
じ
）
と
あ
る
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
「
天
に
二
が
ん
あ
り
、
一
こ
う
地
に
お
ち
ず
、
あ
ふ
、
大
そ
く
二
足
に

し
て
小
足
八
そ
く
、
う
ぎ
や
う
さ
ぎ
や
う
し
て
心
を
な
く
さ
む
も
の
ゝ
せ
い
な
り
」（
虎
清

本
は
「
二
が
ん
天
に
あ
り
」）、
虎
寛
本
「
二
眼
天
に
在
、
一
向
地
に
着
か
ず
。
大
足
貳
足
小

足
八
足
、
右
行
左
行
し
て
遊
ぶ
も
の
ゝ
精
に
て
有
る
ぞ
と
よ
」（
虎
光
本
も
同
じ
）、
伊
藤
源

之
丞
本
「
一
甲
地
に
落
ず
、
両
眼
天
に
あ
り
、
大
足
二
足
小
足
八
足
、
右
行
左
行
し
て
遊
ぶ

も
の
ゝ
情

（
マ
マ
）に
て
あ
る
ぞ
と
よ
」、
天
理
本
「
二
眼
天
に
あ
り
、
一
こ
う
地
に
つ
か
ず
、
大
足

二
足
小
足
八
足
、
右
行
左
行
し
て
、
世
を
わ
た
る
者
の
せ
い
し
や
」（
古
典
文
庫
本
も
同
じ
。

狂
言
集
成
本
は
「
両
眼
」）、
続
狂
言
記
「
両
眼
天
に
有
、
一
甲
地
に
付
ず
、
大
足
二
足
、
小

足
八
足
、
右
行
左
行
し
て
遊
物
じ
や
」
と
あ
る
。

　

宝
暦
名
女
川
本
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
「
大
足
小
足
四
足
八
足
」
と
あ
り
、
江
山
本
と
は

小
異
。
鷺
流
は
、
安
政
賢
通
本
（
賢
茂
五
番
綴
本
も
）
を
除
き
、
安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本

な
ど
の
仁
右
衛
門
派
も
同
じ
く
「
大
足
小
足
四
足
八
足
」
と
す
る
。
江
山
本
の
こ
の
部
分
は
、

安
政
賢
通
本
（
賢
茂
五
番
綴
本
、
ま
た
大
蔵
流
・
和
泉
流
・
続
狂
言
記
も
）
と
一
致
す
る
。

た
だ
し
、「
二
眼
」「
地
に
着
か
ず
」
が
相
違
す
る
。

【
蟹
に
対
し
て
強
力
が
祈
る
】

　
　

 

其
儀
な
ら
ハ
あ
れ
づ
れ
で
御
座
る
程
ニ
祈
り
習
ひ
に
私
に
被
仰
付
ま
せ
い
（
略
）
い
か

に
蟹
目
の
前
に
奇
特
ヲ
ミ
せ
ん
と
て
一
祈
り
こ
そ
い
の
り
け
れ　

ほ
ろ
ん
〳
〵
〳
〵

〳
〵

宝
暦
名
女
川
本
は
「
其
儀
な
ら
ば
、
あ
れ
づ
れ
で
御
座
る
程
に
、
祈
り
習
ひ
に
私
に
仰
付
ら

れ
ま
せ
う
（
略
）
如
何
に
蟹
目
、
ま
の
前
に
奇
特
を
見
せ
ん
と
、
ひ
と
い
の
り
こ
そ
い
の
つ

た
れ
、
ぼ
ろ
を
ん
〳
〵
〳
〵
、
伊
呂
波
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
わ
か
、
ぼ
ろ
お
ん
〳
〵
」（
安

永
森
本
・
杭
全
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）、
寛
政
有
江
本
は
「
某
の
祈
り
つ
ふ
し
ま
せ
う
（
略
）
橋

ノ
下
ノ
セ
ウ
フ
ヲ
云
テ
」、
安
政
賢
通
本
は
「
そ
れ
な
ら
ば
稽
古
の
為
祈
つ
て
見
よ
（
略
）

い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
わ
か
。
ぼ
ろ
お
ん
〳
〵
、
ぼ
ろ
お
ん
〳
〵
」（
賢
茂
五
番
綴

本
も
ほ
ぼ
同
じ
）
と
あ
る
。

　

山
伏
よ
り
先
に
強
力
が
祈
る
が
、
蟹
に
耳
を
挟
ま
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
鷺
流
両
派
共
通

の
特
徴
。
た
だ
し
江
山
本
は
、
強
力
自
ら
祈
ろ
う
と
言
い
出
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
宝
暦
名

女
川
本
に
一
致
す
る
。
仁
右
衛
門
派
の
中
で
も
安
永
森
本
・
杭
全
本
が
そ
れ
と
同
じ
。
寛
政

有
江
本
も
簡
略
な
が
ら
同
じ
。
安
政
賢
通
本
（
賢
茂
五
番
綴
本
も
）
は
、
山
伏
が
強
力
に
祈

る
よ
う
勧
め
る
。

　

祈
り
の
文
句
も
、
江
山
本
は
宝
暦
名
女
川
本
（
安
永
森
本
・
杭
全
本
も
）
に
同
じ
で
あ
る

が
、「
伊
呂
波
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
わ
か
」
以
下
は
な
い
。
宝
暦
名
女
川
本
を
や
や
簡
略

に
し
た
か
た
ち
と
い
え
よ
う
。

　

他
流
は
強
力
が
祈
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
蟹
に
詰
め
寄
る
（
虎
明
本
・
虎
清
本
・
伊
藤
源
之

丞
本
）
か
、
あ
る
い
は
金
剛
杖
で
打
ち
か
か
ろ
う
と
す
る
（
虎
寛
本
・
虎
光
本
、
天
理
本
・

古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
、
続
狂
言
記
〈
さ
ら
に
詰
め
寄
る
こ
と
も
あ
り
〉）
と
、
蟹
に

耳
を
挟
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
山
伏
の
祈
り
】

　
　

 

い
か
に
大
悪
心
の
蟹
成
共
某
の
印
の
結
で
懸
る
な
ら
ハ
い
か
で
奇
特
の
な
か
る
べ
き　

ほ
ろ
ん
〳
〵

　
　

 （
亦
祈　

東
方
ニ
降
三
世
明
王
南
方
ニ
軍
陀
利
夜
叉
明
王
西
方
ニ
大
威
徳
明
王
北
方
ニ

金
剛
夜
叉
中
王

（
マ
マ
）ニ
大
日
大
聖
不
動
明
王
の
さ
つ
く
に
懸
て
祈
る
な
ら
バ
い
か
で
奇
特
の

な
か
る
べ
き　

ぼ
ろ
ん
〳
〵
共
）

宝
暦
名
女
川
本
は
「
東
方
に
降
三
世
明
王
、
南
方
に
軍
多
利
夜
叉
、
西
方
大
威
徳
明
王
、
北

方
ニ
金
剛
夜
叉
、
中
王（

央
）に

大
日
大
聖
不
動
明
王
の
さ
つ
く
に
か
け
て
祈
る
な
ら
ば
、
如
何
成

大
悪
の
蟹
な
り
と
云
共
、
抔
か
し
る
し
の
な
か
る
べ
き
、
ぼ
ろ
を
ん
〳
〵
」（
安
永
森
本
も

ほ
ぼ
同
じ
）、
寛
政
有
江
本
は
「
東
方
降
三
世
明
王
色
々
ノ
コ
ト
ヲ
云
テ
イ
ノ
リ
」、
安
政
賢

通
本
は
「
そ
れ
山
伏
と
言
つ
ぱ
、
山
に
起
き
臥
す
に
よ
つ
て
の
山
伏
な
り
、
…
」（
杭
全
本

も
同
じ
）、
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
東
方
に
降
三
世
明
王
。
南
方
に
軍
陀
利
夜
叉
明
王
。
西
方

に
大
威
徳
明
王
。
北
方
に
金
剛
夜
叉
明
王
と
。
重
子
て
数
珠
を
押
も
ん
で
。
ホ
ロ
ヲ
ン
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〳
〵
〳
〵
〳
〵
」
と
あ
る
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
「
そ
れ
山
ふ
し
と
い
つ
は
、
ゑ
ん
の
行
者
の
あ
と
を
つ
ぎ
…
」（
虎
清

本
も
同
じ
）、
虎
寛
本
「
夫
山
伏
と
い
つ
ぱ
、
山
に
起
ふ
す
に
依
て
の
山
伏
な
り
…
」（
虎
光

本
も
同
じ
）、
伊
藤
源
之
丞
本
「
夫
、
山
伏
と
い
つ
ぱ
、
野
に
ふ
し
山
に
ふ
す
に
よ
つ
て
の

山
伏
也
…
」、
天
理
本
「
汝
た
し
か
に
き
け
、
ゑ
ん
の
む
は
そ
く
の
行
躰
を
請
、
三
つ
の
お

山
を
ふ
み
わ
け
て
、
…
」（
古
典
文
庫
本
も
同
じ
）、
続
狂
言
記
「
夫
山
伏
と
申
は
、
山
に
寝

起
き
を
す
る
故
に
山
伏
な
り
…
」
と
あ
る
。

　

江
山
本
は
、
宝
暦
名
女
川
本
（「
抔
か
し
る
し
の
」
小
異
。
安
永
森
本
も
同
じ
）
を
簡
略

に
し
た
か
た
ち
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
替
謡
と
し
て
後
に
記
す
も
の
と
合
わ
せ
る
と
、
名
女

川
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
傍
線
部
は
独
自
の
文
句
で
あ
る
。

　

概
し
て
、
本
曲
で
は
「
東
方
降
三
世
明
王
」
以
下
五
大
明
王
に
祈
る
の
が
、
鷺
流
の
基
本

の
か
た
ち
ら
し
い
。
た
だ
し
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
は
、
他
曲
ま
た
他
流
に
も
あ
る
「
そ
れ

山
伏
と
言
つ
ぱ
…
」
の
文
句
と
な
っ
て
い
る
。
虎
明
本
は
、能
「
葵
上
」
の
文
句
に
基
づ
き
、

い
さ
さ
か
こ
と
ご
と
し
い
。
天
理
本
・
古
典
文
庫
本
も
独
自
の
文
句
で
あ
る
が
、
狂
言
集
成

本
は
、「
そ
れ
山
伏
と
い
つ
ぱ
山
伏
な
り
…
」
と
い
う
通
常
の
祈
り
で
あ
る
。

（
、「
朝
比
奈
」

【
朝
比
奈
の
名
ノ
リ
】

　
　

是
ハ
娑
婆
で
名
を
ゑ
し
小
林
の
朝
比
奈
の
三
郎
義
秀
成
が
…

享
保
保
教
本
は
「
小
林
ノ
朝
比
奈
ナ
ル
ガ　

又
娑
婆
ニ
名
ヲ
ヱ
シ
朝
比
奈
ノ
三
郎
義
秀
ナ
ル

カ
ト
モ
云
」、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
小
林
の
朝
比
奈
の
三
郎
義
秀
成
る
が
」、
常
磐
松
文
庫
本

は
「
是
は
朝
比
奈
の
三
郎
義
秀
成
が
」、
寛
政
有
江
本
は
「
是
ハ
娑
婆
に
隠
れ
も
な
ひ
朝
比

奈
の
何
某
な
る
か
」、
安
政
賢
通
本
は
「
こ
れ
は
娑
婆
に
隠
れ
も
無
い
、
朝
比
奈
の
三
郎
義

秀
な
る
が
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
と
あ
る
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
「
是
は
あ
さ
い
な
の
な
に
が
し
に
て
候
」、
伊
藤
源
之
丞
本
「
是
は
朝

比
奈
の
三
郎
何
某
で
す
」、
虎
寛
本
「
是
は
、
娑
婆
に
隠
れ
も
な
い
、
朝
比
奈
の
三
郎
義
秀

で
す
」（
虎
光
本
も
同
じ
）、
天
理
本
「
是
は
あ
さ
い
な
の
三
郎
な
に
が
し
に
て
候
」、
古
典

文
庫
本
「
是
は
娑
婆
に
か
く
れ
も
な
い
朝
比
奈
の
三
郎
義
秀
で
ご
ざ
る
」（
狂
言
集
成
本
「
朝

比
奈
の
三
郎
何
某
」）、
続
狂
言
記
「
是
は
朝
比
奈
の
三
郎
何
が
し
」
と
あ
る
。

　

江
山
本
は
右
の
よ
う
に
「
小
林
の
朝
比
奈
」
と
名
乗
る
の
が
特
異
で
あ
る
。
こ
れ
は
享
保

保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
も
同
様
。
寛
政
有
江
本
以
下
の
仁
右
衛
門
派
及
び
他
流
に
は
、
小

林
と
い
う
こ
と
な
し
。
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
と
い
え
よ
う
（
た
だ
し
、常
磐
松
文
庫
本
は
「
小

林
の
」
な
し
）。
な
お
、
朝
比
奈
が
「
小
林
」
と
称
す
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
江
山
本
で
は
、
こ
の
後
閻
魔
の
前
で
も
、

　
　

是
こ
そ
娑
婆
で
名
ヲ
得
し
小
林
の
朝
比
奈
の
三
良
吉
秀
じ
や

と
名
乗
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
享
保
保
教
本
・
常
磐
松
文
庫
本
は
「
小
林
」
と
い
う
こ
と
な

し
。
宝
暦
名
女
川
本
の
み
「
小
林
の
朝
比
奈
の
三
郎
義
秀
よ
」
と
言
う
。
他
流
・
続
狂
言
記

は
い
ず
れ
も
「
小
林
」
と
い
う
こ
と
な
し
。
従
っ
て
、
こ
の
二
度
目
の
名
ノ
リ
の
文
句
は
、

宝
暦
名
女
川
本
の
み
と
近
似
す
る
。

【
語
リ
】

　
　

建ゲ
ン

暦
三元

年
五
月
三
日
の
早
天
ニ
大
御
所
の
南
表
ニ
押
寄
…

傍
線
部
は
、
享
保
保
教
本
「
建
暦
三
年
五
月
三
日
ノ
早サ

ウ

天
ニ
」、
宝
暦
名
女
川
本
「
建
暦
三

年
五
月
三
日
の
早
天
に
」、
常
磐
松
文
庫
本
「
建
暦
三
年
五
月
三
日
の
早
天
に
」
と
あ
る
。

寛
政
有
江
本
は
語
リ
の
詞
章
を
記
さ
な
い
。
安
政
賢
通
本
は
年
号
な
し
。
賢
茂
五
番
綴
本
も

同
様
に
年
号
な
し
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
「
中
に
も
五
月
二
日
に
」（
虎
寛
本
同
じ
。
虎
光
本
は
「
に
」
な
し
）、

伊
藤
源
之
丞
本
「
中
に
も
五
月
六
日
に
」、天
理
本
「
五
月
三
日
の
早
天
に
」（
古
典
文
庫
本
・

狂
言
集
成
本
も
同
じ
）
と
あ
り
、
続
狂
言
記
は
年
月
日
な
し
。

　
「
建
暦
三
年
」
の
年
号
は
、
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
に
共
通
し

て
お
り
、伝
右
衛
門
派
の
特
徴
ら
し
い
。
仁
右
衛
門
派
及
び
他
流
は
年
号
が
な
い
。
な
お
、『
吾

妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
和
田
合
戦
は
建
暦
三
年
五
月
二
日
～
三
日
と
す
る
。

　

さ
ら
に
語
リ
の
続
き
で
、
五
十
嵐
小
文
治
を
振
り
回
し
、
投
げ
つ
け
る
と
こ
ろ
。

　
　

 

彼
い
が
ら
し
ヲ
近
々
と
取
て
引
よ
せ
左
り
へ
ね
じ
て
ハ
ど
う
と
な
げ
右
へ
ね
じ
て
ハ
ど

う
と
投
げ
あ
ち
へ
投
こ
ち
へ
な
げ

享
保
保
教
本
は
「
彼カ

ノ

小
文
次
ヲ
近チ
カ

々
ト
取
ツ
テ
引
寄
セ
左
ノ
方
ヘ
捻子
ヂ

テ
ハ
ド
ウ
ド
投ナ
ゲ

右
ヘ
捻

テ
ハ
ド
ウ
ド
ナ
ゲ
ア
チ
ヘ
投
コ
チ
ヘ
ナ
ゲ
」、
宝
暦
名
女
川
本
「
か
の
五
十
嵐
を
ち
か
〴
〵

と
取
つ
て
引
よ
せ
、
左
り
の
方
へ
ね
じ
て
は
ど
う
ど
な
げ
、
右
へ
ね
じ
て
は
ど
う
ど
な
げ
、

あ
ち
へ
な
げ
、
こ
ち
へ
な
げ
」、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
か
の
小
文
治
取
て
近
々
と
引
寄
セ
左

り
へ
ね
じ
て
ハ
ど
う
と
な
け
右
へ
ね
じ
て
ハ
ど
ふ
と
な
げ
あ
ち
へ
な
げ
こ
ち
へ
投
げ
」
と
あ

る
。
寛
政
有
江
本
は
語
リ
の
詞
章
な
し
。
た
だ
し
「
あ
ち
へ
な
け
こ
ち
へ
な
け
」
の
み
記
す
。

安
政
賢
通
本
は
「
か
の
五
十
嵐
を
近
近
と
取
つ
て
引
き
寄
せ
、右
へ
捻
ぢ
て
は
ど
う
と
投
げ
、

左
へ
捻
ぢ
て
は
ど
う
と
投
げ
、
あ
ち
へ
投
げ
こ
ち
へ
投
げ
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
と
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あ
る
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
「
か
の
こ
ぶ
ん
じ
を
と
つ
て
ひ
き
よ
せ
、
く
ら
の
ま
へ
わ
に
お
し
つ
け

て
、（
ト
書
き
略
）
右
へ
は
き
り
ゝ
、
左
へ
は
き
り
ゝ
、
き
り
ゝ
〳
〵
と
お
し
ま
は
し
て
あ

り
し
よ
な
」（
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
傍
線
部
ほ
ぼ
同
じ
。
虎
寛
本
は
「
左
へ
は
き
り
ゝ
、

右
へ
は
き
り
ゝ
」）、
天
理
本
「
彼
こ
ぶ
ん
じ
を
ち
か
づ
け
、
こ
み
ゝ
の
わ
き
を
つ
か
ま
へ
、

く
ら
の
ま
へ
わ
に
ひ
き
つ
け
、
左
へ
は
こ
ろ
り
、
右
へ
は
こ
ろ
り
、
こ
ろ
り
〳
〵
と
、
こ
ろ

ば
か
し
て
あ
る
ぞ
と
よ
」（
狂
言
集
成
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）、
古
典
文
庫
本
「
彼
小
文
治
を
招
き

よ
せ
小
耳
の
脇
を
取
て
引
寄
あ
な
た
へ
は
こ
ろ
り
こ
な
た
へ
は
こ
ろ
り
こ
ろ
り
〳
〵
と
こ
ろ

ば
し
て
有
ぞ
と
よ
」、続
狂
言
記
「
か
の
小
文
次
を
取
て
引
き
寄
せ
、鞍
の
前
輪
に
押
し
当
て
、

左
へ
は
き
り
ゝ
、
右
へ
は
き
り
ゝ
、
〳
〵
〳
〵
と
押
し
回
し
て
有
し
よ
な
」
と
あ
る
。

　

こ
こ
の
文
句
は
鷺
流
両
派
に
共
通
。
た
だ
し
仁
右
衛
門
派
は
左
右
が
逆
。
江
山
本
は
特
に

宝
暦
名
女
川
本
に
近
い
。
他
流
は
表
現
が
異
な
る
。
続
狂
言
記
は
大
蔵
流
に
同
じ
。

【
キ
リ
の
謡
】

　
　

 

熊
手
な
い
鎌
金
差
棒
ヲ
持
す
る
中
間
無
キ
侭
ニ
閻
魔
王
ニ
〳
〵
づ
し
と
持
せ
て
先
へ
あ

ゆ
ま
せ
勢
ひ
つ
よ
く
朝
比
奈
ハ
〳
〵
浄
土
へ
と
て
こ
そ
急
き
け
れ

享
保
保
教
本
は
「
熊
手
長ナ

イ

鎌カ
マ

カ
ナ
ザ
イ
棒
ヲ
持モ
タ

ス
ル
中チ
ウ

間ケ
ン

ナ
キ
マ
ヽ
ニ
閻
魔
王
ニ
〳
〵
ヅ
ヽ

シ
ト
持
セ
テ
先
ニ
歩ア

ユ
マセ

勢
イ
キ
ヲ
イツ

ヨ
ク
朝
比
奈
ハ
浄
土
ヘ
ト
テ
コ
ソ
急
ケ
レ
」、
宝
暦
名
女
川
本

は
「
鉄
搭
薙
鎌
金
才
棒
を
、
持
す
る
中
間
な
き
ま
ゝ
に
、
ゑ
ん
ま
わ
う
に
〳
〵
、
づ
つ
し
と

持
せ
て
、
さ
き
へ
あ
ゆ
ま
せ
、
い
き
お
ひ
つ
よ
く
朝
比
奈
は
、
浄
土
へ
と
て
こ
そ
い
そ
ぎ
け

れ
」、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
鉄く

ま
て搭

薙
鎌
か
な
才
棒
を
持
す
る
中
間
な
き
ま
ゝ
に
閻
广
王
に

〳
〵
づ
つ
し
と
持
せ
て
先
へ
あ
ゆ
ま
せ
い
き
お
ひ
つ
よ
く
朝
比
奈
ハ
浄
土
へ
と
て
こ
そ
急
き

け
れ
」
と
あ
る
。
寛
政
有
江
本
は
「
く
ま
て
な
い
か
ま
か
な
さ
い
ほ
う
を
。
も
た
せ
る
ち
う

け
ん
な
き
ま
ゝ
に
。
ゑ
ん
ま
王
に
〳
〵
す
つ
し
と
も
た
せ
め

（
マ
マ
）て
先
へ
あ
ゆ
ま
せ
い
き
を
い
つ

よ
く
て
あ
さ
ひ
な
ハ
。
浄
土
へ
と
て
社
い
そ
き
け
れ
」、
安
政
賢
通
本
は
「
熊
手
・
薙
鎌
・

鉄
撮
棒
を
、
持
た
す
る
中
間
無
き
ま
ま
に
、
閻
魔
王
に
、
閻
魔
王
に
づ
し
と
持
た
せ
て
、
先

へ
歩
ま
せ
勢
強
く
て
朝
比
奈
は
、浄
土
へ
と
て
こ
そ
、急
ぎ
け
れ
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）

と
あ
る
。

　

他
流
は
、虎
明
本
「
く
ま
で
な
ひ
が
ま
か
な
さ
い
ほ
う
を
、も
た
す
る
中
げ
ん
の
な
き
ま
ゝ

に
、
ゑ
ん
ま
わ
う
に
〳
〵
、
ず
つ
し
と
も
た
せ
て
あ
さ
い
な
は
、
じ
や
う
ど
へ
と
て
こ
そ
、

い
そ
ぎ
け
れ
」（
虎
寛
本
・
虎
光
本
も
同
じ
。
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
え
ん
ま
王
に
」
の
返
し

が
な
く
、「
い
そ
ぎ
け
る
」
と
す
る
。）、
天
理
本
「
此
ほ
と
ち
う
け
ん
に
こ
と
か
き
つ
る
に
、

熊
手
・
な
い
か
ま
・
か
な
さ
い
ほ
う
を
、
ゑ
ん
ま
わ
う
に
つ
つ
し
と
も
た
せ
、
〳
〵
て
あ
さ

い
な
は
、
浄
土
へ
と
て
こ
そ
参
り
け
れ
」（
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）
と
あ
る
。

続
狂
言
記
は
虎
明
本
に
同
じ
。

　

江
山
本
の
傍
線
部
は
、
鷺
流
両
派
に
共
通
す
る
。
仁
右
衛
門
派
は
「
強
く
て
」
と
小
異
が

あ
る
も
の
の
、
こ
の
部
分
は
鷺
流
独
自
の
表
現
と
い
え
る
。

注（
1
）　

春
日
庄
作
の
生
年
が
、従
来
言
わ
れ
て
い
た
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
で
は
な
く
、

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
推
定
は
、
拙
稿
「
山
口
鷺

流
」（『
国
立
能
楽
堂
特
別
企
画
公
演　

鷺
流
狂
言
の
流
れ
を
た
ど
っ
て
』
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
平
1（
・
10
所
収
）
参
照
。

（
（
）　

石
川
弥
一
氏
「
地
方
に
残
存
す
る
鷺
流
狂
言
」（『
国
語
と
国
文
学
』
昭
（（
・
（
）。

（
3
）　

現
存
す
る
山
口
鷺
流
の
台
本
は
、
鷺
流
狂
言
記
録
作
成
委
員
会
編
『
山
口
鷺
流
狂
言

資
料
集
成
』（
山
口
市
教
育
委
員
会
、
平
13
）
に
主
要
な
も
の
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）　

平
川
村
は
、
現
在
山
口
市
内
。
石
川
弥
一
氏
に
よ
れ
ば
、「
現
在
山
口
市
外
平
川
に

後
裔
が
い
る
が
、
他
人
が
籍
だ
け
襲
っ
た
も
の
で
血
縁
は
な
い
」（
注
（
（
）
論
文
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
（
）　

江
山
家
に
つ
い
て
は
、
石
川
弥
一
氏
『
山
口
に
残
存
す
る
鷺
流
狂
言
』（
山
口
市
鰐

石
能
狂
言
研
究
会
、
昭
3（
）。
同
氏
「
鷺
流
狂
言
に
関
す
る
二
・
三
の
考
説
」（『
山
口

女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
』
（
、
昭
（（
・
11
）。
樹
下
明
紀
氏
「
鷺
流
狂
言
再
考
」（『
山

口
県
文
化
財
』
（（
、
平
（
・
（
）
参
照
。

（
（
）　

鷺
流
狂
言
記
録
作
成
委
員
会
編『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』（
山
口
市
教
育
委
員
会
、

平
13
）
書
誌
・
本
狂
言
編
一
に
よ
り
、
若
干
補
っ
た
。

（
（
）　

山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
蔵
『
狂
言
手
附
本　

一
』
所
収
の
春
日
庄
作
自
筆
本
「
首
引
」

は
、
一
部
伝
右
衛
門
派
と
思
し
き
部
分
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
大
蔵
流
に
近
い
。

ま
た
、
河
野
晴
臣
氏
編
『
鷺
流
狂
言
手
附
本　

附
小
舞
間
』（
山
口
市
中
央
公
民
館
、

昭
（（
）
所
収
「
空
腕
」、
同
氏
編
『
鷺
流
狂
言
手
附
本　

追
巻　

附
間
三
曲
』（
山
口
市

中
央
公
民
館
、
昭
（（
）
所
収
「
寝
代
り
」
な
ど
は
、
仁
右
衛
門
派
に
近
い
部
分
が
あ
る
。

（
（
）　
「
柑
子
」
の
「
六
波
羅
（
腹
）」
の
秀
句
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
小
名
狂
言
に

お
け
る
〈
と
り
な
し
〉
の
方
法
」（『
同
志
社
国
文
学
』
（（
、
昭
（1
・
1（
）
に
お
い
て
も

考
察
し
た
。



山口鷺流の位置（上）―江山本所収曲をめぐって―

― （（ ―

（
（
）　

島
津
忠
夫
氏
『
能
と
連
歌
』（
和
泉
書
院
、
平
（
）
所
収
「
八
句
連
歌
」
は
、
連
歌

に
持
ち
込
ま
れ
る
ま
で
の
発
端
部
に
つ
い
て
、
大
蔵
・
和
泉
・
鷺
三
流
の
相
違
を
指
摘

し
た
上
で
、「
鷺
流
の
型
が
三
流
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
素
朴
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、

案
外
に
古
い
型
を
留
め
て
い
る
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
さ
れ
る
。

ま
た
、橋
本
朝
生
氏
「
狂
言
と
俳
諧
連
歌
」（『
中
世
史
劇
と
し
て
の
狂
言
』
若
草
書
房
、

平
（
所
収
）
は
、
発
端
部
に
つ
い
て
、「
鷺
流
が
大
蔵
流
の
形
を
簡
略
化
し
た
の
だ
ろ

う
と
い
う
ぐ
ら
い
は
推
測
で
き
よ
う
が
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
の
両
形
の
ど
ち
ら
が
先
行

す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
。

（
10
）　

注
（
（
）
橋
本
朝
生
氏
論
文
に
も
、
本
曲
で
詠
ま
れ
る
連
歌
に
つ
い
て
、
虎
明
本
に

対
す
る
校
異
の
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）　

宝
暦
名
女
川
本
の
手
柄
話
に
誇
張
的
・
戯
画
的
表
現
が
目
立
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
狂
言
「
空
腕
」
考
」（『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
11
、
平
1（
・

3
）
に
お
い
て
も
指
摘
し
た
。

（
1（
）　

山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
鷺
流
狂
言
記
』
天
・
地
二
冊
。
下
関
市
長
府
の
浜
田

家
旧
蔵
。
鷺
流
狂
言
記
録
作
成
委
員
会
編
『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』（
山
口
市
教

育
委
員
会
、
平
13
）
本
狂
言
編
二
所
収
。

（
13
）　

笹
野
堅
氏
「
古
本
能
狂
言
・
間
に
つ
き
て
の
研
究
（
三
）」（『
書
誌
学
』
（（
、
昭

1（
・
10
）。
永
井
猛
氏
『
狂
言
変
遷
考
』（
三
弥
井
書
店
、平
1（
）
第
二
章
一
「
鷺
流
「
宝

暦
名
女
川
本
」
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
1（
）　
「
序
」
に
「
鷺
寛
三
郎
相
伝
直
写
秘
訣
と
も
云
ふ
べ
き
の
一
珍
冊
子
」
と
あ
る
。「
鷺

寛
三
郎
」
は
、
鷺
寛
太
郎
（
十
世
鷺
伝
右
衛
門
）
の
誤
り
か
。

（
1（
）　

太
郎
冠
者
の
仕
方
話
を
中
心
と
す
る
山
口
鷺
流
「
千
鳥
」
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
山
口
鷺
流
の
演
出
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
月
報
』
（（
、
平
1（
・
1（
）、「
山

口
鷺
流
の
「
千
鳥
」」（『
京
都
市
立
芸
術
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念　

山
口
鷺
流
狂

言
―
地
域
伝
承
の
可
能
性
』
資
料
、
平
（（
・
（
所
収
）
で
も
述
べ
た
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
～
二
十
四
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（
Ｃ
））
に
よ
る
研
究
「
山
口
に
現
存
す
る
鷺
流
狂
言
の
系
統
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

 

（
日
本
芸
能
論
）
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On the Eyama Collection of Kyōgen Texts at Center for Regional Literature and Resources
Attached to Yamaguchi Prefectural University, Part Ⅰ

Hideo INADA
(Japanese Performing Arts)

    Concerning the Eyama collection of Kyōgen texts, we considered the following points of the system of play script : 1) The 

Eyama collection of Kyōgen texts fundamentally belong to the Den-emon branch of the Sagi school . 2) Those texts are 

extremely precious play scripts of the Sagi school at the domain of Hagi in late Edo period.


